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『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義
』
と
『
悉
曇
釋
』
引
用
説

　
　
　
　

―
付
・
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義  

御
作
』
翻
刻
本
―

大
柴　

清
圓　
　

＜図 1 ＞『梵字悉曇字母幷釈義 御作』（高野山大学図
書館所蔵）　「代致（彼）口實」の後に、「大般若経第
四百一十五云」と続く。

＜図 2 ＞『梵字悉曇字母幷釈義 御作』本奥書・書写奥書
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は
じ
め
に　

　

弘
法
大
師
空
海
（774-835

、「
大
師
」
と
略
称
す
）
が
撰
し
た
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義
』（『
悉
曇
字
母
釋
義
』
と
略
称
す
）
は
、
現
行
の
諸
々
の

弘
法
大
師
全
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
等
し
く
一
巻
で
あ
り
、「
代
彼
口
実
」
で
終
わ
っ
て
い
る1

。
し
か
し
、高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
（
高

野
山
三
宝
院
寄
託
）
の
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義  

御
作
』（『
御
作
』
と
略
称
す
）
は
「
代
彼
口
実
」
に
て
終
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
降
に
も
文
章
が
続
い

て
い
る
。
小
論
は
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
は
元
来
二
巻
で
あ
り
、
そ
の
第
二
巻
は
『
悉
曇
釋
』
で
あ
っ
た
と
す
る
運
敞
説
に
同
意
し
、
そ
の
内
容
が
『
御

作
』「
代
彼
口
実
」
以
降
に
相
当
す
る
こ
と
を
推
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

１　
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
の
二
巻
説

１
．
１　
「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」（『
性
霊
集
』
巻
第
四
）
で
献
上
さ
れ
た
書
物

『
悉
曇
字
母
釋
義
』
は
「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」（『
性
霊
集
』
巻
第
四
）
の
中
に
見
ら
れ
る
。

沙
門
空
海
言ま

う

す
。
空
海
聞
く
。
帝
道 

天
を
感
ず
る
と
き
は
則
ち
秘
録
必
ず
顕
れ
、
皇
風 

地
を
動
ず
る
と
き
は
則
ち
霊
文
聿こ
こ

に
興
る
。（
中
略
）
窟

観
の
餘
暇
に
時
と
き
ど
き

印
度
の
文
を
学
び
、
茶
湯
坐い
な
がら
に
来
た
れ
ば
乍
た
ち
ま
ちに
震
旦
の
書
を
閲み

る
。
蒼
史
が
古
篆
、
右
軍
が
今
隷
、
務
光
が
韭
葉
、
杜
氏
が

草
勢
を
見
る
毎
に
、
未
だ
嘗か
つ

て
野
心 

憂
い
を
忘
れ
、
山
情 
笑ゑ
み

を
含
ま
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。（
中
略
）
古
今
文
字
の
讃
、
右
軍
が
蘭
亭
の
碑
、
及
び
梵

字
悉
曇
等
の
書
都す
べ

て
一
十
巻
を
繕
修
し
て
、
敢
て
進
み
奉
る
。（
中
略
）
伏
し
て
願
は
く
ば
、
陛
下
一
た
び
梵
字
を
披
き
た
ま
は
ば
、
梵
天
の
護

り
森
羅
に
し
て2

、
再
び
神
書
を
閲
た
ま
は
ば
、
神
人
の
衛
り
逼
側
た
ら
む
こ
と
を
。
達
水
の
遙
浦 

忽
に
封
壃
に
入
り
、
嵩
山
の
夐
岫 

来
た
っ
て

正
朔
を
受
け
む
。
常
住
の
字
、
不
壊
の
体
を
加
持
し
、
遂
古
の
民
、
今
辰
に
撃
耕
せ
む
。（
中
略
）
沙
門
空
海
、
誠
に
惶
れ
誠
に
恐
る
。
謹
ん
で

言ま
う

す
。

　
　
　

梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
一
巻　

古
今
文
字
讃
三
巻

　
　
　

古
今
篆
隷
文
體
一
巻　
　
　
　

梁
武
帝
草
書
評
一
巻
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王
右
軍
蘭
亭
碑
一
巻　
　
　
　

曇
一
律
師
碑
銘
一
巻 

草
書

　
　
　

大
広
智
三
蔵
影
讃
一
巻

　
　
　

弘
仁
五
年
閏
七
月
八
日
、
沙
門
空
海
進た
て
ま
つる
。　
　
　
　
（『
定
本
弘
全
集
』8:62-64

）。

　

右
の
上
表
文
か
ら
、『
悉
曇
字
母
釋
義
』
は
大
師
が
弘
仁
五
年
（813

）
に
嵯
峨
天
皇
に
献
上
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

１
．
２　

五
大
院
安
然
師
の
著
作
に
見
る
『
悉
曇
字
母
釈
義
』

　

五
大
院
安
然
師
は『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』に
お
い
て
、「
悉
曇
字
母
并
義
釋
一
卷
海
和
上
撰
」と
記
し
て
い
る（
大
正55:1131a10

）。
ま
た
、

同
じ
く
安
然
師
の
『
悉
曇
蔵
』
に
お
い
て
、
実
際
に
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

①
『
釋
義
』
一
萬
三
千
八
百
七
十
二
字
（『
悉
曇
蔵
・
序
』
大
正84: 365b25

）。

②
空
海
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
云
、
悉
曇
者
印
度
之
文
書
也
。『
西
域
記
』
云
、
梵
天
所
製
。
五
天
竺
國
、
皆
用
此
字
。
然
因
地
隨
人
、
稍
有
増
減
。

語
其
骨
體
、
以
此
爲
本
。
劫
初
之
時
、
世
無
法
教
。
梵
王
下
來
、
授
以
此
悉
曇
章
。
根
源
四
十
七
言
流
派
餘
一
萬
。
世
人
不
解
元
由
、
謂
梵
王
所

作
。
若
依
『
大
毘
盧
遮
那
經
』
云
、
此
是
文
字
者
、
自
然
道
理
之
所
作
也
。
非
如
來
所
作
、
亦
非
梵
王
諸
天
之
所
作
。
若
雖
有
能
作
者
、
如
來
不

隨
喜
。
諸
佛
如
來
以
佛
眼
觀
察
此
法
然
之
文
字
、
即
如
實
而
説
之
、
利
益
衆
生
。
梵
王
等
傳
受
轉
教
衆
生
、
世
人
但
知
彼
字
相
、
雖
日
用
而
未
曾

解
其
字
義
。
如
來
説
彼
實
義
。
若
隨
字
相
而
用
之
、
則
世
間
之
文
字
也
。
若
解
實
義
、
則
出
世
間
陀
羅
尼
之
文
字
也
」（『
悉
曇
蔵
・
巻
第
一
』
大

正84:369c22-370a6

）。

③
又
空
海
云
、
自
然
道
理
所
作
。
大
日
佛
眼
觀
而
説
之
。
梵
王
傳
教
衆
生
（『
悉
曇
蔵
・
巻
第
一
』
大
正84:370b6-7

）。

④
或
作
空
海
本
冠
寒
（『
悉
曇
蔵
・
巻
第
三
』
大
正84:389a27

）。

⑤
空
海
『
釋
義
』
云
、
辞
悉

曇
差
囉

窣
覩
。
此
云
成
就
吉
祥
章
也
（『
悉
曇
蔵
・
巻
第
四
』
大
正84:395c19-20

）。

⑥
空
海
『
悉
曇
釋
義
』
云
、
乾
阿
上
聲
呼
。
侃
阿
去
聲
長
呼
。
冠
伊
上
聲
。
寒
伊
去
聲
長
引
。
刊
塢
上
聲
。
勘
汚
長
聲
。
願
哩
彈
舌
呼
。
危
哩
彈
舌
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去
聲
引
呼
。
干
𠴊
彈
舌
上
呼
。
幹
盧3

彈
舌
長
呼
。
勧
噎
。
巻
愛
。
喚
汚
長
聲
。
堪
奧
去
長
引
。
姦
闇
也
。
完
惡
也 

。
紀
迦
上
聲
呼
。
徽
佉
上
呼
。

規
誐
上
呼
。
記
伽
去
引 

。
貴
仰
鼻
聲
呼
。
起
遮
上
聲
。
輝4

磋
上
。
飢
惹
也
。
苦
鄼
去
聲
。
躯
孃
上
聲
。
駆
吒
上
呼
。
駒
咤
上
。
愚
拏
上
虞
荼
去
。

狐5

拏
陀
爽
反
仍
鼻
聲
呼
。
糊
多
上
。
袴
他
上
。
胡
娜
也
。
菰
駄
也
。
誇
曩
也
。
跨
跛
也
。
佐
頗
。
叉
麼
也
。
唆
婆
重
上
呼
。
嵯
莽
也
心
義
又
名

大
空
。
左
野
也
。
差
囉
也
。
査
邏
也
上
。
沙
嚩
也
。
瑳
捨
也 

。
事
灑
也
。
似
娑6

上
也
。
侍
賀
也
。
児
乞
灑
文
。（
『
悉
曇
蔵
・
巻
第
五
』
大
正

84:407c8-21
）
。

　

昨
年
、大
澤
聖
寬
師
に
よ
っ
て『
悉
曇
字
母
釋
義
』の
偽
作
説
が
呈
さ
れ
た（
大
沢2016

）。
師
は
六
説
を
立
て
て
、現
行
の『
悉
曇
字
母
釋
義
』と『
性

霊
集
』
巻
第
四
「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」
に
載
せ
る
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
は
別
本
と
見
做
す
。
し
か
し
右
に
見
る
如
く
、
安
然
師
の
著
作
に

現
行
の
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
現
行
の
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
を
非
御
作
と
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る7

。

１
．
３　

運
敞
師
の
『
悉
曇
釋
』
引
用
説

先
に
見
る
如
く
「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」
に
載
せ
る
七
部
の
献
上
書
の
合
計
巻
数
は
九
巻
で
あ
り
、
文
中
に
記
す
「
都す
べ

て
一
十
巻
」
に
比

し
て
一
巻
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、『
古
今
文
字
讃
』
は
筆
者
が
先
年
発
見
し
た
。
国
立
国
語
研
究
所
本
に
見
る
よ
う
に
、『
古
今
文
字
讃
』

は
確
か
に
上
中
下
の
三
巻
で
あ
る
（
大
柴2014

）。『
古
今
篆
隷
文
体
』
は
京
都
毗
沙
門
堂
所
蔵
本
が
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
（
大
柴2015

）。『
梁
武
帝

草
書
評
』
は
梁
武
帝
撰
『
草
書
状
』
の
こ
と
で
あ
り
、
京
博
に
明
・
沈
粲
の
模
写
本
が
伝
存
す
る
。「
王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
碑
」
と
共
に
、
そ
の

文
量
の
少
な
さ
か
ら
一
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
大
柴2016

）。
ま
た
、「
曇
一
律
師
碑
銘
一
巻
」
と
「
大
広
智
三
蔵
影
讃
一
巻
」
に
関
し
て
、

こ
れ
ら
の
碑
文
の
拓
本
は
慧
運
師
『
慧
運
律
師
書
目
録
』
に
は
「
不
空
三
藏
碑
一
卷 

。
無
畏
三
藏
碑
一
卷
。
興
禪
寺
三
藏
碑
一
卷
。
金
剛
三
藏
碑
一
卷
。

大
明
和
尚
碑
一
卷
。
慧
果
和
尚
碑
一
卷
。
師
資
相
授
法
傳
一
卷
。
蘇
州
報
恩
寺
政
興
大
師
碑
銘
一
帖
」
を
載
せ
（
大
正55:1091c1-8

）、
皆
一
巻
と
成

っ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」
の
「
曇
一
律
師
碑
銘
一
巻
」
と
「
大
広
智
三
蔵
影
讃
一
巻
」
も
一
巻
で
あ
っ
た
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

故
に
、
も
し
「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」
本
文
の
「
都す
べ

て
一
十
巻
」
に
誤
記
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
欠
損
す
る
一
巻
は
「
梵
字
悉
曇
字
母
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幷
釈
義
一
巻
」
以
外
に
は
求
め
難
い
こ
と
に
な
ろ
う
。「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
一
巻
」
は
「
幷
」
の
一
字
が
あ
り
、「
一
巻
」
は
「
二
巻
」
の
誤
写
で

あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

実
際
、「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
一
巻
」
の
「
一
巻
」
は
先
師
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
運
敞
師
（1614-1693

）
は
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
便
蒙
』

巻
第
四
に
お
い
て
、
前
掲
「
梵
字
幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
一
巻
」
に
注
し
て
次
の
如
く
推
測
す
る
。

　
　
『
請
来
録
』
に
『
梵
字
悉
曇
章
』
一
巻
と
『
悉
曇
釈
』
一
巻
を
載
す
。「
一
」
の
字
の
上
に
恐
ら
く
は
一
つ
の
「
各
」
の
字
を
脱
す
る
な
ら
ん
。

（『
真
全
』42:126

）

　

つ
ま
り
、
運
敞
師
は
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
と
は
『
御
請
来
目
録
』
に
載
せ
る
『
梵
字
悉
曇
章
』
と
『
悉
曇
釈
』
の
こ
と
で
あ
り
、「
一
巻
」

の
前
に
「
各
」
字
が
抜
け
落
ち
て
い
る
と
見
做
す
。
す
な
わ
ち
、
元
来
は
「『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
各
一
巻
」
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
『
梵
字
悉

曇
字
母
幷
釈
義
』
は
二
巻
で
あ
っ
た
と
運
敞
師
は
推
測
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
各
一
巻
」
と
い
う
表
現
は
一
般
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
幷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
が
一
巻
で

は
な
く
二
巻
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
に
関
し
て
は
、
異
論
は
な
い
。
但
し
、
筆
者
は
上
述
の
如
く
「『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
二
巻
」
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。「
二
」
は
「
一
」
に
誤
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
今
後
、
こ
の
点
の
異
同
の
有
無
に
つ
い
て
『
性
霊
集
』
の
写
本
群
を
確
認

し
て
ゆ
く
こ
と
が
課
題
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
、『
梵
字
悉
曇
章
』
一
巻
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
運
敞
師
の
見
解
は
、
部
分
引
用
と
解
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
悉
曇
字
母
釋
義
』
の

中
に
「
悉
曇
章
」
の
表
現
が
あ
り
、
ま
た
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
に
記
す
五
十
の
字
母
な
ら
び
に
紀
字
の
十
二
転
は
、
ま
さ
に
『
大
悉
曇
章
』
の
冒
頭
か

ら
の
抜
粋
で
あ
る（『
定
本
弘
全
』5:281-282

）。
因
み
に
阿
字
門
か
ら
乞
灑
字
門
ま
で
の
不
可
得
義
は
、不
空
三
蔵
訳『
瑜
伽
金
剛
頂
経
釋
字
母
品
一
巻
』

（『
御
請
来
目
録
』
所
録
）
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、「
法
」
を
「
諸
法
」
に
改
変
す
る
な
ど
の
表
現
に
若
干
の
変
化
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
で
あ
れ
、「
代
彼
口
実
」
で
終
わ
ら
な
い
『
御
作
』
の
出
現
に
よ
っ
て
、運
敞
説
の
信
憑
性
が
高
ま
る
の
で
あ
り
、そ
の
再
検
討
が
必
要
と
な
る
。
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２　

『
御
作
』
に
つ
い
て

２
．
１　

院
政
期
の
本
奥
書

　

以
下
、実
際
に
『
御
作
』
の
内
容
に
概
観
し
た
い
。
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
御
作
』
の
奥
書
に
拠
っ
て
、高
大
本
『
御
作
』
は
嘉
應
元
年
（1169

）

に
書
写
さ
れ
、天
保
二
年（1831

）と
天
保
四
年（1833

）に
転
写
さ
れ
た
第
三
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（
翻
刻
本
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
従
っ
て
、

『
御
作
』
は
遅
く
と
も
院
政
期
の
頃
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
掲
【
図
１
】
に
見
る
如
く
、『
御
作
』
は
現
在
通
用
さ
れ
て
い
る
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
の
「
代
彼
口
實
」
で
は
終
わ
ら
ず
、
続
い
て
「
大
般
若
経

第
四
百
一
十
五
云
」
以
下
へ
と
続
く
。

２
．
２　

『
御
作
』「
代
彼
口
実
」
以
降
の
内
容
構
成

　

そ
の
「
大
般
若
経
第
四
百
一
十
五
云
」
以
下
の
内
容
は
以
下
の
如
く
で
あ
る

　
【
引
用
①
】
玄
奘
訳
『
大
般
若
経
・
巻
第
四
百
一
十
五
』
第
二
分
念
住
等
品
第
十
七
之
二
（
大
正7:81c11-82a24

）。

　
【
引
用
②
】
羅
什
訳
『
大
品
般
若
経
・
巻
第
五
』
廣
乘
品
第
十
九
（
大
正8:256a6-256b28

）。

　
【
引
用
③
】
羅
什
訳
『
大
智
度
論
・
巻
第
四
十
八
』
釋
四
念
處
品
第
十
九
（
大
正25:408b1- 409c16

）8

。

　
【
引
用
④
】
羅
什
訳
『
大
品
般
若
経
・
卷
第
二
十
四
』
四
攝
品
第
七
十
八
（
大
正8:396b21-396c1

）。

　
【
引
用
⑤
】
羅
什
訳
『
大
智
度
論
・
巻
第
八
十
九
』
論
釋
四
攝
品
第
七
十
八
之
餘
（
大
正25:686c1- 86c8

）。

　
【
引
用
⑥
】
善
無
畏
・
一
行
訳
『
大
日
經
・
巻
第
六
』
百
字
成
就
持
誦
品
第
二
十
二
（
大
正18:41b13-41c27

）。

　
【
引
用
⑦
】
一
行
記
『
大
日
經
疏
・
巻
第
十
九
』
百
字
成
就
持
誦
品
第
二
十
二
（
大
正39:774a9

）。

　
【
引
用
⑧
】
一
行
記
『
大
日
經
疏
・
巻
第
十
九
』
百
字
成
就
持
誦
品
第
二
十
二
（
大
正39:774c19-775a5

）。

　
【
評
曰
❶
】
評
曰
、
拠
『
金
剛
頂
』、
此
等
文
字
、
即
是
法
曼
荼
羅
相
好
圓
滿
之
法
身
也
。
一
法
身
中
隨
出
多
法
身
、
皆
以
非
字
為
種
子
也
。
別
有

三
十
二
相
布
字
法
、
是
大
秘
密
、
不
載
。
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【
引
用
⑨
】
善
無
畏
・
一
行
訳
『
大
日
經
・
巻
第
五
』
字
輪
品
第
十
（
大
正18:30b7-30c23

）。

　
【
引
用
⑩
】
一
行
記
『
大
日
經
疏
・
巻
第
十
四
』
字
輪
品
第
十
（
大
正39:722c14-725b13

）。

　
【
引
用
⑪
】
慧
苑
撰
『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』（
卍
続
蔵3:882a3-6

）。

　
【
引
用
⑫
】
不
空
訳
『
華
嚴
經
入
法
界
品
頓
證
毗
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀
軌
』（
大
正19:709b5-709b29

）。

　
【
評
曰
❷
】
評
曰
、『
大
日
經
』
中
、
有
五
字
輪
・
二
百
五
十
觀
法
、
及
百
字
輪
布
字
觀
法
、
并
以
三
十
二
字
爲
三
十
二
相
布
字
觀
法
。『
華
嚴
儀
軌
』

四
十
二
門
布
字
觀
法
、
并
有
圖
壇
、
不
載
此
中
。
又
昔
、
日
照
三
藏
將
來
華
嚴
三
昧
四
十
二
重
華
壇
佛
像
觀
行
圖
壇
、
及
以
天
台
大
師

法
華
三
昧
四
十
二
位
華
臺
成
佛
圓
融
觀
行
、
特
與
此
文
甚
以
契
合
。
又
『
大
日
經
』
五
字
大
漫
荼
羅
、
及
金
剛
頂
五
字
旋
陀
羅
尼
、
並

是
祕
密
修
證
之
法
門
也
。
已
上
。

　

【
作
者
曰
】
凡
一
切
梵
語
、
皆
有
字
縁
字
界
之
義
。
唯
釋
此
義
、
異
説
不
同
也
。
且
出
一
説
。

　
【
引
用
⑬
】
世
親
造
・
玄
奘
訳
『
倶
舎
論
・
巻
第
九
』
分
別
世
品
第
三
之
二
（
大
正29:50b14-16

）。

　
【
引
用
⑭
】
普
光
撰
『
倶
舍
論
記
・
巻
第
九
』
分
別
世
品
第
三
之
二
（
大
正41:169c19-170a6

）。

　

こ
の
後
半
部
分
に
は
二
カ
所
に
「
評
曰
」
が
現
れ
、作
者
の
解
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
解
釈
は
同
一
の
作
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、

従
っ
て
少
な
く
と
も
【
引
用
⑧
】
か
ら
【
引
用
⑫
】
ま
で
は
一
書
で
あ
り
、
延
い
て
は
『
御
作
』
の
「
代
彼
口
実
」
以
降
の
全
て
が
一
書
で
あ
っ
た
こ

と
を
憶
測
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
第
二
の
「
評
」
に
は
、「
又
昔
、
日
照
三
藏
將
來
華
嚴
三
昧
四
十
二
重
華
壇
佛
像
觀
行
圖
壇
」
と
あ
る
。
こ
の
「
日
照
三
藏
」
と
は
地
娑
訶
羅

（Divākara

）
の
こ
と
で
あ
り
、
儀
鳳
元
年 ( 676) 

に
イ
ン
ド
か
ら
大
唐
へ
来
て
、
太
玄
寺
に
て
『
華
厳
経
入
法
界
品
』
な
ど
を
訳
し
て
い
る
か
ら
、
文

中
の
「
将
来
」
と
は
日
照
三
藏
（
地
娑
訶
羅
）
が
四
十
二
重
觀
行
圖
壇
を
イ
ン
ド
か
ら
大
唐
へ
将
来
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
日
本
へ
請
来
し
た
と

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
「
評
」
の
作
者
が
唐
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
評
」
の
書
き
込
み
は
大
師
で
は
な
く
、
ま

た
安
然
師
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
不
空
三
蔵
の
『
華
嚴
經
入
法
界
品
頓
證
毗
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀
軌
』
の
引
用
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
某
一
書
で
あ
っ
た
場
合
、
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そ
の
成
書
年
代
は
不
空
三
藏
以
降
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
引
用
書
は
全
て
大
師
以
前
の
成
書
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
が
某
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
そ
の
某
一
書
を
大
師
が
請
来

し
た
と
し
て
も
時
代
的
に
矛
盾
は
来
さ
な
い
。

２
．
３　
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
の
経
証
と
『
御
作
』「
代
彼
口
実
」
以
降
の
引
用
書
と
の
一
致
に
つ
い
て

『
悉
曇
字
母
釈
義
』
は
序
文
の
末
尾
に
お
い
て
、
本
書
の
経
証
を
挙
げ
る
。

具
如
『
華
厳
』・『
般
若
』・『
大
毗
盧
遮
那
』・『
金
剛
頂
』・
及
『
涅
槃
』
等
經
廣
説
。（『
定
本
弘
全
』5:106

）

現
行
の
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
は
、
そ
の
序
文
に
「
如
『
涅
槃
經
』
云
世
間
所
有
一
切
教
法
皆
是
如
來
之
遺
教
」
が
見
ら
れ
る
。
続
く
「
然
則
、
内
外

法
教
、
悉
從
如
來
而
流
出
」
以
降
は
大
師
の
文
章
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、『
涅
槃
經
』
の
部
分
は
上
の
一
文
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
曇
無
讖
・
慧
嚴
の

両
訳
に
お
い
て
該
当
す
る
文
脈
は
見
出
だ
せ
ず
、
従
っ
て
上
文
は
引
用
文
で
は
な
く
、
大
師
が
総
括
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
上
述
の
如
く
字
母
の
部
分
は
大
師
請
来
の
不
空
三
蔵
訳
『
瑜
伽
金
剛
頂
経
釋
字
母
品
』
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
「
故
大
般

若
經
五
十
三
云
」
と
し
て
、「
當
知
是
爲
菩
薩
摩
訶
薩
大
乘
相
」
ま
で
を
『
大
般
若
経
』
か
ら
引
用
す
る
（
大
正7:82a26-82b19

）。
こ
の
中
で
、「
二
十

種
殊
勝
功
徳
」
の
通
し
番
号
は
『
大
般
若
経
』
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
師
が
便
宜
上
書
き
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
大
般
若
経
』
の
当
該

引
用
箇
所
に
お
い
て
、「
善
現
、
是
爲
得
二
十
種
殊
勝
功
徳
」
ま
で
は
『
瑜
伽
金
剛
頂
経
釋
字
母
品
』
も
引
用
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
大
師
は
『
瑜
伽

金
剛
頂
経
釋
字
母
品
』
の
引
用
文
か
ら
そ
の
元
本
で
あ
る
『
大
般
若
経
』
に
当
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る9

。

従
っ
て
、
現
行
の
「
代
彼
口
實
」
で
終
わ
る
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
経
証
は
『
涅
槃
』・『
金
剛
頂
』・『
般
若
』
と
な
る
。
つ
ま

り
現
行
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
『
華
厳
』
と
『
大
毗
盧
遮
那
』
の
経
証
が
見
出
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、『
御
作
』
の
「
代
彼
口
実
」
以
降
に
は
、
上
に

見
る
如
く
、『
華
厳
』関
係
は【
引
用
⑪
⑫
】に
、『
大
毗
盧
遮
那
』関
係
は【
引
用
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
】に
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、経
証
に
云
う「『
般
若
』」

と
は
、、
実
際
は
『
御
作
』
の
【
引
用
①
②
③
④
⑤
】
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
金
剛
頂
五
字
旋
陀
羅
尼
」
は
、『
金
剛
頂
経
毘
盧
遮
那
三
摩
地
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法
』
に
説
か
れ
る
所
で
あ
る
。
ま
た
、『
倶
舎
論
』・『
倶
舍
論
記
』
は
「『
涅
槃
』
等
」
の
「
等
」
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
引
用
書
の
存
在
は
、『
悉

曇
字
母
釈
義
』
が
元
来
は
『
御
作
』
の
後
半
部
分
を
も
含
め
た
体
裁
で
あ
っ
た
こ
と
の
間
接
的
な
証
左
と
な
ろ
う
。

３　

『
御
作
』「
代
彼
口
実
」
以
降
と
安
然
師
『
悉
曇
蔵
』

３
．
１　

両
書
に
共
通
す
る
引
用
書

　

先
に
現
行
の
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
に
お
い
て
、
安
然
師
『
悉
曇
蔵
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
『
悉

曇
蔵
』
に
は
、
当
該
写
本
『
御
作
』
の
「
代
彼
口
実
」
以
降
と
全
く
同
じ
引
用
箇
所
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
両
書
を
対
比
す
れ
ば
左
の
如
く
な
る
。

　
【
引
用
①
】『
御
作
』
一
頁
八
行
ー
三
頁
七
行

：
『
悉
曇
蔵
』
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
【
引
用
②
】『
御
作
』
三
頁
八
行
ー
十
一
頁
三
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 

第
六
字
義
入
門
一
釋
義
門
（
大
正84:425c29-426b19

）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
七
』 

第
七
字
義
解
釋
二
釋
成
句
（
大
正84:446b17-447a9

）。

　
【
引
用
③
】『
御
作
』
十
一
頁
三
行
ー
二
十
九
頁
七
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
七
』 

第
七
字
義
解
釋
二
釋
成
句
（
大
正84: 447a9-448b19

）。

　
【
引
用
④
】『
御
作
』
二
十
九
頁
八
行
ー
三
十
一
頁
一
行

：

『
悉
曇
蔵
』
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
【
引
用
⑤
】『
御
作
』
三
十
一
頁
二
行
ー
三
十
二
頁
一
行

：

『
悉
曇
蔵
』
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
【
引
用
⑥
】『
御
作
』
三
十
二
頁
一
行
ー
三
十
七
頁
八
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 

第
六
字
義
入
門
二
現
字
形
（
大
正84:426b22-427a1

）。

　
【
引
用
⑦
】『
御
作
』
三
十
七
頁
八
行
ー
四
十
三
頁
三
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』
同
右
（
大
正84:427a1-427b8

）。

　
【
引
用
⑧
】『
御
作
』
四
十
三
頁
四
行
ー
四
十
五
頁
七
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 

同
右
（
大
正84:427c15-428a3

）。

　
【
評
曰
❶
】『
御
作
』
四
十
五
頁
七
行
ー
四
十
六
頁
三
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』
同
右
（
大
正84:428a3-7

）。

　
【
引
用
⑨
】『
御
作
』
四
十
六
頁
三
行
ー
五
十
二
頁
五
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 
第
六
字
義
入
門
三
觀
字
輪
（
大
正84:428a8-428b16

）。

　
【
引
用
⑩
】『
御
作
』
五
十
二
頁
四
行
ー
七
十
九
頁
四
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 

同
右
（
大
正84:428b16-431a28

）。
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【
引
用
⑪
】『
御
作
』
七
十
九
頁
四
行
ー
八
十
頁
一
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』
同
右
（
大
正84:431a28-431b4

）。

　
【
引
用
⑫
】『
御
作
』
八
十
頁
一
行
ー
八
十
三
頁
四
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』
同
右
（
大
正84:431b4-431b29

）。

　
【
評
曰
❷
】『
御
作
』
八
十
三
頁
四
行
ー
八
十
四
頁
六
行

：

『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 

同
右
（
大
正84:431b29-431c9

）。

　
【
作
者
曰
】『
御
作
』
八
十
四
頁
六
行
ー
八
十
四
頁
七
行

：

『
悉
曇
蔵
』
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
【
引
用
⑬
】『
御
作
』
八
十
四
頁
八
行
ー
八
十
五
頁
三
行

：

『
悉
曇
蔵
』
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
【
引
用
⑭
】『
御
作
』
八
十
五
頁
三
行
ー
八
十
七
頁
五
行

：

『
悉
曇
蔵
』
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
　

た
だ
し
、【
引
用
⑩
】
に
お
い
て
『
御
作
』
の
『
大
日
經
疏
』
は
、『
悉
曇
蔵
』
の
「
菩
薩
行
舞
者
」(429a26)

か
ら
「
謂
彼
」(429b27)

ま
で
の
箇

所
と
、「
有
惠
之
人
」(430a6)
か
ら
「
如
是
一
輪
輪
」(430a17)

ま
で
の
部
分
を
載
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
割
愛
さ
れ
た
か
、
脱
し
た
と
思
わ
れ
る
。【
引

用
⑥
】
か
ら
【
評
曰
❷
】
の
部
分
は
、
基
本
的
に
『
悉
曇
蔵
・
巻
第
六
』 

第
六
字
義
入
門
の
「
二
現
字
形
」・「
三
觀
字
輪
」
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
て
引

用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、【
引
用
⑧
】『
大
日
経
疏
』
の
引
用
に
お
い
て
、『
大
日
経
疏
』
自
身
は
「
如
是
功
徳
力
用
等
也
」
の
後
に
は
「
此
中
有
一
偈
、
從
祕
密
主

眞
言
門
菩
薩
」
と
続
く
が
（
大
正39:775a4-7

）、『
御
作
』
と
『
悉
曇
蔵
』
は
等
し
く
「
如
是
功
徳
力
用
等
也
」
に
続
い
て
「
評
曰
、拠
金
剛
頂
、云
々
」

と
す
る
（
第
四
十
五
頁
、
大
正84:428a3-4

）。
従
っ
て
、『
悉
曇
蔵
』
の
当
該
箇
所
は
、
部
分
的
に
は
『
大
日
経
疏
』
に
立
ち
戻
っ
て
、
内
容
を
増
補

し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
引
用
書
の
原
文
を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
引
用
書
に
「
評
曰
」
を
加
え
た
某
書
を
又
引
き
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
（『
悉
曇
蔵
』
の
全
体
構
造
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
）。

３
．
２　

両
書
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
上
の
一
致

『
御
作
』・『
悉
曇
蔵
』が
某
書
か
ら
又
引
き
し
て
い
る
こ
と
は
、両
書
の
テ
キ
ス
ト
上
の
一
致
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
御
作
』・『
悉
曇
蔵
』・

大
正
蔵
の
三
者
を
校
合
す
る
に
、
自
ず
と
①
大
正
蔵
と
『
御
作
』
が
一
致
し
、『
悉
曇
蔵
』
が
異
な
る
も
の
、
②
大
正
蔵
と
『
悉
曇
蔵
』
が
一
致
し
、『
御

作
』
が
異
な
る
も
の
、
③
『
御
作
』
と
『
悉
曇
蔵
』
が
一
致
し
、
大
正
蔵
が
異
な
る
も
の
、
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。
③
は
凡
そ
四
十
箇
所
に
見
ら
れ
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る
。
そ
の
中
で
、
異
同
が
顕
著
な
も
の
を
選
ん
で
示
せ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
【
第
三
十
八
頁
】
置
謂
種
種
莊
嚴
也

：

御
蔵
。
置
位
謂
種
種
莊
嚴
也

：

大
。

　
【
第
四
十
三
頁
】
阿
字
乃
至
訶
字
等
於
一
切
法
自
在

：

御
蔵
。
仰
壤
拏
曩
莽
等
於
一
切
法
自
在

：

大
。

　
【
第
五
十
二
頁
】
輪
字
輪
品
第
十

：

御
蔵
。
祕
密
漫
荼
羅
品
第
十
一
：

大
。

　
【
第
五
十
六
頁
】
其
三
部
者
謂
三
字
是
也

：

御
蔵
。
其
三
部
者
謂
阿
沙
嚩
三
字
是
也

：

大
。

　
【
第
七
十
一
頁
】
亦
從
中
而
置
悪
字

：

御
蔵
。
亦
從
中
而
置
迦
入
字

：

大
。　

　

以
上
か
ら
、『
御
作
』
と
『
悉
曇
蔵
』
に
載
せ
る
引
用
書
は
同
一
も
し
く
は
同
一
系
統
の
写
本
を
見
て
い
る
こ
と
が
ほ
ぼ
断
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
御

作
』
と
『
悉
曇
蔵
』
に
引
か
れ
る
引
用
文
は
、
引
用
書
そ
の
も
の
か
ら
直
接
に
引
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
某
書
に
載
せ
る
引
用
文
を
又
引
き
し
た
も

の
と
言
え
る
。
従
っ
て
、『
御
作
』
の
「
代
彼
口
実
」
以
降
は
大
師
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
某
書
に
よ
っ
て
既
に
構
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
結今

、
改
め
て
書
名
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
」
の
意
味
を
鑑
み
る
に
、「
梵
字
悉
曇
の
字
母
、
幷
び
に
釈
義
」
と
訓
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
梵
字
悉
曇
の
字
母
と
、
そ
の
（
梵
字
悉
曇
の
）
釈
義
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
梵
字
悉
曇
字
母
」
と
「
梵

字
悉
曇
釈
義
」
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
合
一
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
後
者
の
「
梵
字
悉
曇
釈
義
」
に
は
、
実
に
「
悉
曇
釈
」
の
語
を
見
出
だ
す
の
で
あ
る
。
現
行
の
「
代
彼
口
實
」
で

終
わ
る
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
に
お
い
て
「
釈
義
」
に
相
当
す
る
の
は
、
乾
に
始
ま
る
五
十
の
字
母
の
下
に
記
さ
れ
る
「
不
可
得
義
」
の
部
分
の
み
で
あ

る
。
従
来
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
何
の
違
和
感
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
大
本
『
御
作
』
の
出
現
に
よ
っ
て
改
め
て
そ
の
内
容
を
鑑
み
る
に
、
梵
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字
悉
曇
の
字
義
の
詳
し
い
解
釈
（
釈
義
）
は
、「
代
彼
口
實
」
に
続
く
部
分
に
入
っ
て
本
格
的
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の

引
用
文
と
比
較
す
る
に
、現
行
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
に
お
け
る
各
字
母
の
「
不
可
得
義
」
は
単
に
そ
れ
を
列
挙
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
を
総
ず
る
に
、『
御
作
』
の
「
代
彼
口
実
」
以
降
は
某
書
を
引
用
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
く
、
そ
の
編
著
者
は
不
空
三
蔵
の
弟
子
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
某
書
と
は
運
敞
師
が
推
測
す
る
如
く
、『
悉
曇
釈
』
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
安
然
師
の
『
諸
阿
闍
梨

総
録
』
に
は
、「
悉
曇
釋
一
巻
海
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（T55:1131a5

）、
安
然
師
は
『
悉
曇
釋
』
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
然
師
は
『
悉

曇
蔵
』
序
文
な
ど
に
お
い
て
、『
悉
曇
蔵
』
に
用
い
た
引
用
文
献
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
上
述
の
如
く
大
師
の
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
は
見
出

だ
さ
れ
る
も
の
の
、『
悉
曇
釋
』
の
名
は
現
れ
な
い
こ
と
か
ら
、お
そ
ら
く
安
然
師
は
『
悉
曇
釋
』
を
入
手
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、『
悉

曇
蔵
』
に
見
ら
れ
る
引
用
文
は
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
某
書
（『
悉
曇
釋
』）
→
『
悉
曇
字
母
釈
義
』
→
『
悉
曇
蔵
』
の
流

れ
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
先
行
研
究
で
は
、
序
文
に
「
聊
爲
童
蒙
、
鈔
録
斯
記
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
悉
曇
字
母
釋
義
』
は
天
皇
へ
献
上
し
た
と
は
考
え
難
い
と
す
る

見
解
が
あ
る
。
筆
者
は
「
好
学
同
志
、
代
彼
口
実
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
悉
曇
字
母
釋
義
』
は
元
来
、
嵯
峨
天
皇
の
た
め
に
著
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
下
の
翻
刻
本
に
見
る
よ
う
に
、『
御
作
』
の
「
代
彼
口
実
」
以
降
は
悉
曇
の
詳
し
い
釈
義
の
た
め
に
相
当
の
文
量
が
使
わ
れ

て
お
り
、
嵯
峨
天
皇
へ
の
献
上
書
と
し
て
相
応
し
く
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
現
行
テ
キ
ス
ト
の
部
分
は
、
大
師
が
実
際
に
「
童
蒙
」
の
爲
に
既
に
撰
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
弘
仁
五
年
に
嵯
峨
天
皇
の
勅
命
に
応
じ
て
『
悉
曇
釈
』
を
加
え
て
二
巻
と
成
し
、
献
上
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
請
来
本
の
『
悉
曇
釋
』
を
献
上
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
悉
曇
釋
』
が
献
上
さ
れ
た
の
な
ら
、「
梵
字

幷
び
に
雑
文
を
献
ず
る
表
」
に
列
挙
さ
れ
る
書
物
は
大
師
御
作
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
」
を
除
い
て
全
て
請
来
本
と
な
る
の
で
あ
り
、
請
来
本
を
献
上
す

る
と
い
う
こ
と
と
辻
褄
が
合
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
大
師
御
作
の
「
梵
字
悉
曇
字
母
」
の
方
が
む
し
ろ
実
質
的
に
は
添
付
書
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

【
推
測
さ
れ
る
『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義
』（
二
巻
）
の
構
成
】
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「
梵
字
悉
曇
字
母
」（
一
巻
）
＝
弘
法
大
師
撰
（
沙
門
空
海
撰
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』（
二
巻
）

　
　
「
梵
字
悉
曇
釈
義
」（
一
巻
）
＝
不
空
三
蔵
某
弟
子
の
編
著
『
悉
曇
釋
』

『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釋
義 
御
作
』
の
翻
刻
本

『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
の
写
本

仁
和
寺
治
暦
本

：

治
暦
四
年
（1068

）
書
写

高
野
山
三
宝
院
本

：

元
永
二
年
（1119
）
頃
書
写

仁
和
寺
久
安
本

：

久
安
二
年
（1146
）
書
写

石
山
寺
本

：

久
寿
二
年
（1155

）
書
写

凡
例

一
、
頁
数
の
割
り
振
り
は
、〈
図
１
〉
の
右
頁
を
第
一
頁
、
左
頁
を
第
二
頁
と
し
、
以
下
こ
れ
に
准
ず
る
。

一
、
漢
字
は
基
本
的
に
旧
字
を
用
い
た
。

一
、
略
号
は
以
下
の
通
り
。

大
：

大
正
新
修
大
蔵
経 

御
：

『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義　

御
作
』

蔵

：

『
悉
曇
蔵
』
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翻
刻
本

＊
前
略

【
第
一
頁
】

無
所
得
而
爲
方
便
所
得
文
字
陀
羅
尼

門
當
知
是
爲
菩
薩
摩
訶
薩
大
乘
相

若
有
人
欲
得
不
妄
語
常
修
實
語

學
如
來
眞
實10

語
速
證
大
覺
常
住

之
身
應
當
學
此
實
語
字
門
如
來
慇

懃
説
嘆
此
字
門
是
故
聊
爲
童
蒙

彼
イ

鈔
録
斯
記
好
學
同
志
代
致
口
實

大
般
若
經
第
四
百
一
十
五
云
菩
薩
修
行

【
第
二
頁
】

般
若
無
所
得
而
為
方
便
入
𧙃
字

門
悟
一
切
法
本
故
二
洛
字
三
跛
字
四

者
字
五
娜
字
六
字
砢
七
拕
字
八
婆

字
九
荼
字
悟
一
切
法
離
熱11

矯12

穢
得
清

浄
故
十
娑
字
十

　
一
縛
字
十

　
二
䫂
字
十

　
三
也
字
十　四

瑟
吒
字
五
迦
字
六13

娑
字
七
麽
字
八
伽
字
九
他
字
廿

闍
字
廿一
濕
縛
字
二
達
字
三
捨
字
四
佉

字
五

羼
字
六
薩
䫂
字
七
若
字
八
剌14

他
字
九

【
第
三
頁
】

呵
字
九15

薄
字
卅
綽
字
一
颯
麽
字
二
嗑
縛
字
三

蹉
字
四
鍵
字
五
搋16

字
六
拏17

字
七
頗
字
八

塞
迦
字
九
逸
娑
字
卌

酌
字18

一
吒
字
二

擇
字
一
切
法
究
竟
處
𠩄
不
可
得
故

善
現19

此
擇
字
門
是
能
悟
入
法
空
邊
際

除
此
諸
字
表
諸
法
空
更
不
可
得
第
四　

百
九

十
巻
亦
有
卌
三

字
如
前
无
闕

大
品
經
云
復
次
須
菩
提
菩
薩
摩
訶

【
第
四
頁
】

薩
摩
訶
行
所
謂
字
等
語
等
諸
字
入
門
阿
字

門
一
切
法
初
不
生
故
羅
字
門
一
切
法
離
垢

故
波
字
門
一
切
法
第
一
義
故
遮
字
門

不
終

一
切
法
終
不
可
得
故
諸
法 
不
生
故

那
字
門
諸
法
離
名
性
相
不
得
不
失

故
邏
字
門
諸
法
度
世
間
故
亦
愛
枝20

因
縁
滅
故
陀
字
門
諸
法
善
心
生
故
亦

【
第
五
頁
】

施
相
故
婆
字
門
諸
法
婆
字
離
故

荼
字
門
諸
法
荼
字
淨
故
娑21

字
門
諸

法
六22

自
在
王
性
清
淨
故
和
字
門
入
諸
法

語
言
道
斷
故
多
字
門
入
諸
法
如
相

不
動
故
夜
字
門
入
諸
法
如
實
不
生

故
咤
字
門
入
諸
法
折23

伏
不
可
得
故

迦
字
門
入
諸
法
作
者
不
可
得
故
婆24

字
門
入
諸
法
時
不
可
得
故
諸
法
時
來

【
第
六
頁
】

轉
故25

磨26

字
門
入
諸
法
我
所
不
可
得
故

伽
字
門
入
諸
法
去
者
不
可
得
故
他
字
門

入
諸
法
處
不
可
得
故
闍
字

：

門
入
諸
法
生

不
可
得
故
簸27

字
門
入
諸
法
簸28

字
不
可
得

故
駄
字
門
入
諸
法
性
不
可
得
故
賖
字
門

入
諸
法
定
不
可
得
故
呿29

字
門
入
諸
法

虚
空
不
可
得
故
叉
字
門
入
諸
法
盡
不
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可
得
故
哆
字
門
入
諸
法
有
不
可
得
故

【
第
七
頁
】

若
字
門
入
諸
法
智
不
可
得
故
栬30

字
門

入
諸
法
拕31
字
不
可
得
故
婆
字
門
入

諸
法
破
壞
不
可
得
故
車
字
門
入
諸
法

欲
不
可
得
故
如
影
五
陰
亦
不
可
得
故

摩32

字
門
入
諸
法
摩33
字
不
可
得
故
火

字
門
入
諸
法
喚
不
可
得
故
嗟
字
門
入
諸

法
嗟
字
不
可
得
故
伽
字
門
入
諸
法
後34

不

可
得
故
他35

字
門
入
諸
法
處
不
可
得
故

【
第
八
頁
】

拏
字
門
入
諸
法
不
來
不
去
不
立
不
坐
不

臥
故
頗
字
門
入
諸
法
遍
不
可
得
故

歌
字
門
入
諸
法
聚
不
可
得
故
醝
字
門

入
諸
法
醝
字
不
可
得
故
遮
字
門
入
諸
法

行
不
可
得
故
咤36

字
門
入
諸
法
傴37

不

可
得38

荼
字
門
入
諸
法
邊
竟
處
不
可

得39

故
不
終
不
生
故40

過
荼
無
字
可
得41

何
以
故
更
無
字
故
諸
字
無
等42

無
名

【
第
九
頁
】

亦
不43

滅
亦44

不
可
説
不
可
示
不
可
見
不
可

書45

須
菩
提
、
當
知
一
切
諸
法
如
虚
空
須

菩
提
是
名
陀
羅
尼
門
所
謂
阿
字
義

若
菩
薩
摩
訶
薩
是
諸
字
門
印
阿

字
印
若
聞
若
受
若
誦
若
讀
若
持46

若
爲
他
説
如
是
知
當
得
二
十
功
徳
何

等
二
十
得
強
識
念
得
慚
愧
得
堅
固

心
得
經
旨
趣
得
智
慧
得
樂
説
無
礙

【
第
十
頁
】

易
得
諸47

陀陁

羅
尼
門
得
無
疑
悔
心
得

聞
善
不
喜
聞
惡
不
怒
得
不
高
不
下
住

心
得
無
増
減48

得
善
巧
知
衆
生
語
得
巧

分
別
五
衆49

十
二
入
十
八
界
十
二
因
縁
四

縁
四
諦
得
巧
分
別
衆
生
諸
根
利
鈍

得
巧
知
他
心
得
巧
分
別
日
月
歳
節
得

巧
分
別
天
耳
通
得
巧
分
別
宿
命
通
得

巧
分
別
生
死
通
得
巧
能50

説
是
處
非
是51

【
第
十
一
頁
】

處
得
巧
知
衆
生
來52

坐
起
等
身
威
儀

須
菩
提
是
陀
羅
尼
門
字
門
阿
字
門
等

是
名
菩
薩
摩
訶
薩
摩
訶
衍53

論
釋
曰

字
等
語
等
者
是
陀
羅
尼
於
諸
字
平

等
無
有
愛
憎
又
此
諸
字
因
縁
未
會

時
亦
無
終
歸
亦
無
現
在
亦
無
所
有
但
住

吾
我
心
中
憶
想
分
別
覺
觀
心
説
是
散

亂
心
説
不
見
實
事
如
風
動
水
則
無

【
第
十
二
頁
】

所
見
等
者
與
畢
竟
空
涅
槃
同
等
菩
薩

以
此
陀
羅
尼
於
一
切
諸
法
通
達
無
礙
是

名
字
等
語
等
問
曰
若
略
説
則
五
百
陀

羅
尼
門
若
廣
説
則
無
量
陀
羅
尼
門

今
何
故54

説
是
字
等
陀
羅
尼
名
爲
諸

陀
羅
尼
門
答
曰
先
説
一
大
者
則
知
餘

者
皆
説
此
是
諸
陀
羅
尼
初 

門
説
初

餘
亦
説
復
次
諸
陀
羅
尼
法
皆
從
分

【
第
十
三
頁
】

別
字
語
生
卌
二
字
是
一
切
字
根
本
因イ
ン55

字

有
語
因
語
有
名
因
名
有
義
菩
薩
若56

聞
字
因
字
乃
至
能
了
其
義
是
字

初
阿
後
荼57

中
有
四
十
得
是
字
陀
羅
尼

菩
薩
若
一
切
語
中
聞
阿
字
即
時
隨

義
所
謂
一
切
法
從
初
來
不
生
相
阿
提

秦
言
初
阿
耨
波
陀
秦
言
不
生
若
聞
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羅
字
即
隨
義
知
一
切
法
離
苦58

相

【
第
十
四
頁
】

羅
闍
秦
言
垢
若
聞
波
字
即
時
知
一
切

法
入
第
一
義
中
波
羅
木
陀
秦
言
第
一

義
若
聞
遮
字
即
時
知
一
切
諸
行
皆

非
行
遮
利59

夜
秦
言
行
若
聞
那
字

即
知
一
切
法
不
得
不
失
不
來
不
去
那

秦
言
不
若
聞
邏
字
即
知
一
切
法
離

輕
重
相
邏
求
秦
言
輕
若
聞
陀
字
即

知
一
切
法
善
相
陀
摩
秦
言
善
若

【
第
十
五
頁
】

聞
婆
字
即
知
一
切
法
無
縛
無
解
婆
陀

秦
言
縛
若
聞
荼
字
即
知
諸
法
不
熱
相

南
天
竺
荼
闍60

他
秦
言
不
熱
若
聞
沙
字

即
知
人
身
六
種
相
沙
秦
言
六
若
聞
和

字
即
知
一
切
諸
法
離
語
言
相
和
干
波

反

波
他
秦
言
語
言
若
聞
多
字
即
々61

諸

法
在
如
中
不
動
多
他
秦
言
如
若
聞
夜

字
即
知
諸
法
入
實
相
中
不
生
不
滅

【
第
十
六
頁
】

夜
他
跋
秦
言
實
若
聞
吒
字
即
知
一
切

法
無
障
礙
相
吒
婆
秦
言
鄣62

礙
若

聞
迦
字
即
知
諸
法
中
無
有
作
者

迦
邏63

迦
秦
言
作
者
若
聞
婆
字
即
知

一
切
種
不
可
得
娑64

婆
秦
言
一
切
若
聞

魔65

字
即
知
一
切
法
離
々66

我
所
魔
迦

羅
秦
言
我
所
若
聞
伽
字
即
知
一
切
法

底
不
可
得
伽
陀
秦
言
底
若
聞
他67

【
第
十
七
頁
】

字
即
知
四
句
如
去
不
可
得
多
他68

阿
伽

陀
秦
言
如
去
若
聞
闍
社音
字
即
知
諸

法
生
老
不
可
得
闍
提
闍
羅
秦
言

生
老
若
聞
濕
波
字
即
知
一
切
法
不
可

得
如
濕
波
字
不
可
得
濕
波69

字
無
義
故

故70
不
釋
若
聞
駄
字
即
知
一
切
法
中
法

性
不
可
得
駄
摩
秦
言
法
若
聞
賖
字

即
知
諸
法
寂
滅
相
賖
多
都
餓
反

【
第
十
八
頁
】

秦
言
寂
滅
若
聞
呿
字
即
知
一
切
法

虚
空
不
可
得
呿
伽
秦
言
虚
空
若
聞
叉

字
即
知
一
切
法
盡
不
可
得
叉
耶
秦
言
盡

若
聞
哆
字
即
知71

諸
法
邊
不
可
得
何72

利

迦
哆
度
求
那
秦
言
是
事
邊
得
何
利

若
聞
若
字
即
知
一 

切
法
中
無
智
相
若

那
秦
言
智
若
聞
他
字
即
知
一
切
法
義

不
可
得
阿
利73

他
秦
言
義
若
聞
婆
字

【
第
十
九
頁
】

即
知
一
切
法
不
可
破
相
婆
伽
秦
言
破

若
聞
車
字
即
知
一
切
法
無
所
去
伽
車
提

秦
言
去
若
聞
濕
焱74

字
即
知
諸
法
牢

堅
如
金
剛
石
阿
濕
焱75

秦
言
石
若
聞
火

字
即
知
一
切 

法
無
音
聲
相
火
夜
秦
言

喚
來
若
聞
蹉
字
即
知
一
切
法
無
慳
無

𢬘

76

相
未77

蹉
羅
秦
言
慳
若
聞
伽
字
即

知
諸
法
不
厚
不
薄
伽
那
秦
言
厚
若

【
第
二
十
頁
】

聞
他
土
荼

反

78

字
即
知
諸
法
無
住
處
南
天
竺

他
那
秦
言
處
若
聞
拏
字
即
知
一
切
法

及
衆
生
不
來
不
去
不
坐
不
臥
不
立
不
起

衆
生
空
法
空
故
南
天
竺
拏
秦
言
不
若

聞
頗
字
即
知
一
切
法
因
果
空
故
頗
羅
秦

言
果
若
聞
歌
字
即
知
一
切
法
五
衆
不
可
得

歌
大
秦
言
衆
若 

聞
醝
字
即
知
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醝
字
空
諸
法
亦
爾
若
聞
遮
字
即

【
第
二
十
一
頁
】

知
一
切
法
不
動
相
遮
羅
地
秦
言
動
若

聞
多79

字
即
知
一
切
法
此
彼
岸
不
可
得
多80

羅
秦81

言
岸
若
聞
茶
字
即
知
一
切
法
必

不
可
得
波
茶
秦
言
必
茶
外
更
無
字
若
更

有
者
是
四
十
二
字
枝
派
是
字
常
在
世
間

相
似
相
續
故
入
一
切
語
故
無
礙
如
國
々
不

同
無
一
定
名
故
言
無
名
聞
已
便
盡
故
言

滅
諸
法
入
法
性
皆
不
可
得
而
況
字
可
説

【
第
二
十
二
頁
】

諸
法
無
憶
想
分
別
故
不
可
示
先
意
業

分
別
故
有
口
業
口
業
因
縁
故
身
業
作

字
々
是
色
法
或
眼
見
或
耳
聞
衆
生
強

作
名
字
無
因
縁
以
是
故
不
可
見
不
可

書
諸
法
常
空
如
虚
空
相
何
況
字
説

已
便
滅
是
文
字
陀
羅
尼
是
諸
陀
羅
尼

門
問
曰
知
是
陀
羅
尼
門
因
縁
者
應

得
無
量
無
邊
功
徳
何
以
故82

但
説
廿83

答

【
第
二
十
三
頁
】

曰
佛
亦
能
説
諸
餘
無
量
無
邊
功
徳

但
以
廢
説
般
若
波
羅
蜜
故
但
略
説
廿

得
強
識
念
者
菩
薩
得
是
陀
羅
尼

常
觀
諸
字
相
修
習政

憶
念
故
得
強
識

念
得
慚
愧
者
集
諸
善
法
厭
諸
惡

法
故
生
大
慚
愧
心
得
堅
固
者
集
諸

福
徳
智
慧84

堅
固
如
金
剛
乃
至
阿

鼻
地
獄
事
尚
不
退
阿
耨
多
羅
三
藐

【
第
二
十
四
頁
】

三
菩
提
何
況
餘
苦
得
經
旨
趣
者
知

佛
五
種
方
便
説
法
故
名
爲
得
經
旨

趣
一
者
知
作
種
々
門
説
法
二
者
知
爲
何

事
故
説
三
者
知
以
方
便
故
説
四
者
知
示

理
趣
故
説
五
者
知
以
大
悲
心
故
説
得

智
慧
者
菩
薩
因
是
陀
羅
尼
分
別

破
散
諸
字85

言
語
亦
空
言
語
空
故
名

亦
空
名
空
故
義
亦
空
得
畢
竟
空

【
第
二
十
五
頁
】

即
是
般
若
波
羅
蜜 

智
慧
樂
説
者

既
得
如
是
畢
竟
清
淨
無
礙
智
慧

以
本
願
大
悲
心
度
衆
生
故
樂
説
易
得

陀
羅
尼
者
譬
如
折86

竹
初
節
既
破

餘
者
皆
易
菩
薩
亦
如
是
得
是
文

字
陀
羅
尼
諸
陀
羅
尼
自
然
而
得

無
疑
悔
心
者
入
諸
法
實
相
中
雖
未

得
一
切
智
慧
於
一
切
深
法
中
無
疑
無

【
第
二
十
六
頁
】

悔
聞
善
不
喜
聞
惡
不
瞋
者
各
々
分

別
諸
字
無
讃
嘆87

無
毀
呰
故
聞
善

不
喜
聞
惡
不
瞋
不
高
不
下
者
憎
愛

斷
故
善
巧
知
衆
生
語
者
得
解
一
切
衆

生
言
語
三
昧
故
巧
分
別
五
衆
十
二
入
十
八

界
十
二
因
縁
四
縁
四
諦
者
五
衆
等
義

如
先
説
巧
分
別
衆
生
諸
根
利
鈍
知
他

心
天
耳
宿
命
巧
説
是
處
非
處
者

【
第
二
十
七
頁
】

如
十
力
中
説
巧
知
往
來
坐
起
等
者
如
阿88

毗

跋
致
品
中
所
説
日
月
歳
節
者
日
名
從
旦
至

旦
初
分
中
分
後
分
夜
亦
三
分
一
日
一
夜
有
卅
時

春
秋
分
時
十
五
時
屬
晝
十
五
時
屬
夜

餘
時
増
減
五
月
至
晝
十
八
時
夜
十
二
時

十
一
月
至
夜
十
八
時
晝
十
二
時
一
月
或
三

十
日
或
三
十
日89

半
或
廿
九
日
或
廿
七
日
半
有
四
種
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月
一
者 

日
月
二
者
世
間
月
三
者
月
々
四
者

【
第
二
十
八
頁
】

星
宿
月
日
月
者
卅
日
半
世
間
月
者
卅
日

月
月
者
二
十
九
日
加
六
十
二
分
之
卅
星
宿
月

者
廿
七
日
加
六
十
七
分
之
廿
一
閏90

月
者
從

日
月
世
間
月
二
事
中
出
是
名
十
三
月
或

十
二
月
或
十
三
月
名
一
歳
是
歳
三
百
六

十
六
日
周
而
復
始
菩
薩
知
日
中
分
時

前
分
已
過
後
分
未
生
中
分
中
無
住
處

無
相
可
取
日
分
空
無
所
有
到
卅
日
時

【
第
二
十
九
頁
】

廿
九
日
已
滅
云
何
和
合
成
月
々
無
故
云

何
和
合
而
爲
歳
以
是
故
佛
言
世
間
法

如
夢
如
幻91

但
是
誑
心
法
菩
薩
能
知

世
間
日
月
歳
和
合
能
知
破
散
無
所

有
是
名
巧
分
別
如
是
等
種
々
分
別

是
名
菩
薩
摩
訶
薩
摩
訶
衍

92　
　
　
　

釋
第
十
八
品
竟93

又
云
菩
薩
當
善
學
分
別94

諸
字
亦

【
第
三
十
頁
】

當
善
知
一
字
乃
至
卌
二
字
一
切
語
言

皆
入
初
字
門
一
切
語
言
亦
入
第
二95

字
門96

乃
至
第
卌
二
字
門
一
切
語
言
皆
入
其
中
一

字
皆
入
卌
二
字97

亦
入
一
字
是
衆
生
應
如

是
善
學
卌
二
字
善
學
卌
二
字
已
能
善

説
字
法
善
説
字
法
已
善
説
無
字
法

須
菩
提
如
佛
善
知
字
法
善
知98

字
善
知

無
字
爲
無
字
法
故
説
字
法
何
以
故

【
第
三
十
一
頁
】

須
菩
提
過
一
切
名
字
法
故
名
爲
佛
法

論
釋
四99100

一
字
盡
入
諸
字
者
譬
如

兩
一
合
故
爲
二
三
一
故
爲
三
四
一
爲
四
如
是
乃

至
千
萬
又
如
阿
字
爲
定
阿
變
爲
羅
亦

變
爲
波
如
是
盡
入
卌
二
字
卌
二
字
入
一
字

者
卌
二
字
盡
有
阿
分
阿
分
還
入
阿
中
善

知
字
故
善
知
諸
法
名
善
知
諸
法
名

故
善
知
諸
法
義
無
字
即
是
諸
法
實

【
第
三
十
二
頁
】

相
義
已上101

大
日
經
百
字
持
誦
品
云

爾
時
世
尊
又
復
宣
説
浄
除
無
盡

衆
生
界
句
流
出
三
昧
句
不
思
議
句
轉

他
門
句
若
本
無
所
有
隨
順
世
間

生
云
何
了
知
空
生
此
瑜
伽
者
若
自
性
如
是　

覺
名
不
可
得
當
等
空
心
生
所
謂

菩
提
心
應
發
起
慈
悲
隨
順102

世
間　

住
於
唯
相103

行
是
即
名
諸
佛
當
知

【
第
三
十
三
頁
】

想
造
立
觀
此
爲
空
々
如
下
數
法
轉　

増
一
而
分
異
勤
勇
空
亦
然
増
長

隨
次
第
即
此
阿
字
等
自
然
智
加

持
阿104

嚩
迦
佉
哦
伽
遮
車
若
社
吒
々105

拏

荼
多
他
娜
駄
波
頗
摩106

婆
野
囉
羅

107

嚩
奢
沙
娑
訶
仰
壤
拏
曩
莽

祕
密
主
觀
此
空
中
流
散
假
立
阿
字

之
所
加
持
成
就
三
昧
々108

道
祕
密
主

【
第
三
十
四
頁
】

如
是
阿
字
住
於
種
種
莊
嚴
布
列
圖
位

以
一
切
法
本
不
生
故
顯109

示
自
形
或
以
不

可
得
義
現
嚩
字
形
或
諸
法
遠
離

造
作
故
現
迦
字
形
或
一
切
法
等
虚

空
故
現
佉
字
形
或
行
不
可
得
故
現

哦110

字
形
或
諸
法
一
合
相
不
可
得
故

現
伽
字
形
或
一
切
法
離
生
滅
故
現111
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遮112

字
形
或
一
切
法
無
影
像
故
現
車113

形

【
第
三
十
五
頁
】

或
一
切
法
生
不
可
得
故
現
若
字
形

或
一
切
法
離
戰
敵
故
現
社114

字
形
或
一

切
法
離
我
慢
故
現
吒
字
形
或
一
切

法
離
養
育
故
現
吒115
字
形
或
一
切

法
離
怨
對
故
現
拏
字
形
或
一
切
法

離
災
變
故
現
荼
字
形
或
一
切
法
離

如
々
故
現
多
字
形
或
一
切
法
離
住
處
故

現
他
字
形
或
一
切
法
離
施
故
現
那

【
第
三
十
六
頁
】

字
形
或
一
切
法
界
不
可
得
故
現
駄
字

形
或
一
切
法
勝
義
諦
不
可
得
故
現

波
字
形
或
諸
法
不
堅
如
聚
沫
故
現

頗
字
形
或
一
切
法
離
繋
縛
故
現
麼
字

形
或
一
切
法
諸
觀
不
可
得
故
現
婆
字

形
或
一
切
法116

諸
乘
不
可
得
故
現
也
字

形
或
一
切
法
離
一
切
塵
故
現
囉
字
形

或
一
切
法
無
相
故
現
邏
字
形
或
一 

【
第
三
十
七
頁
】

切
法
離
寂
故
現
奢
字
形
或
一
切
法

本
性
鈍
故
現
沙
字
形
或
一
切
法
諦

不
可
得
故
現
娑
字
形
或
一
切
法
離

因
故
現
訶
字
形
祕
密
主
隨
入
此
等

一
々
三
昧
門
祕
密
主
觀
是
乃
至
卅
二

大
人
相
等
皆
從
此
中
出
仰
壤
𠸎

117

曩

莽
等
於
一
切
法
自
在
而
轉
此
等
隨

現
成
就
三
藐
三
佛
陀
隨
形
好
又118

【
第
三
十
八
頁
】

云
次
云
秘
密
主
観
此
空
中
流
散
假

立
阿
字
是
假
立119

阿
字
之
所
加
持
成

就
三
昧
道
祕
密
主
如
是
阿
字
種
々
間

布
圖
位
乃
至
有
形
無
形
有
相
無
相
一
切

從
阿
字
也
置120

謂
種
種
莊
嚴
也
觀
者
謂

令
祕
密
主
觀
此
也
謂
位121

種
種
形
像
莊

嚴
而
分
別
其
位
也
此
諸
法
本
不
生
故
顯

示
自
形
々
々
即
是
阿
字
也
於
自
形
中
顯

【
第
三
十
九
頁
】

示
本
不
生
也
阿
字
如
是
祕
密
主
種
々
置

位
間
布
我
觀
位122

不
生
諸
法
自
形
顯
示

是
經
文
也
觀
此
阿
字
於
空
中
流
出
世

間
萬
像
一
切
世
間
皆
從
此
生
然
本
不
生

也
阿
字
假
立
加
持
三
昧
成
就
證
三
昧
具

般
若
成
萬
行
皆
由
此
阿
字
得
福
慧

圓
滿
皆
從
此
阿
字
門
也
此
字
能
生

種
々
色
謂
青
黄
赤
白
黒
乃
至
雜
間
有
無

【
第
四
十
頁
】

量
種
及
種
々
形
謂
三
角
方
圓
半
月
之

類
及
本
尊
等
無
量
不
同
若
識
此
中

眞
實
之
義
無
不
擧
體
入
於
阿
字
之

門
同
於
毘
盧
遮
那
也
上
來
門123

説
阿

字
門
即
是
顯
示
自
身
我
即
我
自
身

本
不
生
亦
無
滅
不
生
不
滅
者
即
是
如

來
之
身
當
如
是
觀
察
也
故
云
何124

字
以

自
形
顯
示
其
徳
也
次
或
無
所
得
義125

【
第
四
十
一
頁
】

從
嚩
字
形
顯
示
不
可
得
義
此
嚩

以
證
本
不
生
也
嚩
字
形
現
此
縛126

即
是

下
文
言
語
道
斷
之127

也
此
明
何
義
佛
告128

阿
字
具
有
一
切
功
徳
或
直
從
阿
字
門
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以
本
不
生
而
顯
説
之
或
從
異
門
顯
之
即

是
嚩
等
諸
字
門
也
其
義
雖
異
門
亦

有
殊
然
所
示
我
之
自
身
本
不
生
義
無

129

異
也
若
法
有
一
是
生
即
是
可
説
之
相
非

【
第
四
十
二
頁
】

130

語
道
斷
之
法
以
嚩
字
言
語
斷
心131

滅
故

入
阿
字
門
以
阿
字
故
即
知
此
嚩
不
可
説

示
也
以
下
皆
是
異
門
之
相
或
一
切
法
中
造

作
離
故
迦132

字
形
現
此
即
明
一
阿
字
門

然
欲
明
一
切
法
本
來
々133

無
作
故
現
此

迦
字
然
此
迦
字
即
明
何134

字
義
也
如
迦

字
若
上
不
置
横
畫
即
不
成
迦
字
聲
所
以

不
成
者
以
迦
中
闕
阿
聲
也
此
迦
字

【
第
四
十
三
頁
】

上
頭
即
有
阿
形
當
知
此
百
字
皆
爾
下
例

可
解
若
無
阿
聲
在
中
即
不
開
口
亦

自
無
有
聲
也135

祕
密
主
隨
入
此
等
一
々
三
昧
門
秘
密

主
觀
是
乃
至
卅
二
丈136

大
人
相
等
皆
從

此
中
生
阿
字
乃
至
訶
字137

等
於
一
切
法

自
在
而
轉
此
等
隨
現
三
藐
三
佛
陀

隨
形
好
成
就
及
此
等
三
藐
三
佛
陀
隨

【
第
四
十
四
頁
】

入138

形
好
祕
密
主
一
々
三
昧
門
隨
入
見139

祕

密
主
乃
至
卅
二
大
人
相
等
皆
此
中
生
經

文
也
即
此
一
一
字
有
卅
二
三
昧
門
此
卅
二

門
互
相
入
故
能
成
卅
二
相
也
謂
上
迦
等

廿
字
也
羅140

等
八
字
及
此
四
字
并
爲
卅

二
也
一
々
字
中
三
昧
皆
具
卅
二
相
也
次

俄
惹
拏
那
麼
故141

字
一
切
法
中
自
在
而
轉

此
等
正
等
覺
成
隨
形
好
成
就
隨
現
經
文
也

【
第
四
十
五
頁
】

此
五
字
遍
於
定
慧
中
亦
能
成
三
昧
亦

能
成
智
慧
能
遍
成
如
來
八
十
隨
形
好
也

是
故
修
眞
言
行
者
當
識
此
等
字
義

若
眞
言
中
有
此
等
字
者
隨
義
相

應
即
知
意
明
如
此
事
也
以
明
如
此

義
知142

故
即
知
此
眞
言
有
如
是
功

徳
力
用
等
也
評
曰
拠
金
剛
頂
此
等
文

字
即
是
法
曼
荼
羅
相
好
圓
滿
之

【
第
四
十
六
頁
】

法
身
也
一
法
身
中
隨
出
多
法
身
皆
以
非
字

為
種
子
也
別
有
三
十
二
相
布
字
秘
密
法

是
大
秘
密
不
載
三
観
字
輪143

大
毗
盧

遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
巻
第
五

字
輪
品
第
十
云

爾
時
薄
伽
梵
毗
盧
遮
那
告
持
金
剛

祕
密
主
言
諦
聽
祕
密
主
有
遍
一
切
處

法
門
祕
密
主
若
菩
薩
住
此
字
門
一
切

【
第
四
十
七
頁
】

事
業
皆
悉
成
就

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
阿

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
娑

南
麼
三
曼
多
伐
折
囉144

𧹞
嚩

迦
佉
哦
伽
遮
車
若
社
吒
咤
拏
荼

多
他
娜
駄
波
頗
麼
婆
野
囉
邏

嚩
奢
沙
娑
訶
吃
灑
二
合
右
此
一
轉

皆
上
聲
短
呼

145

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
阿

【
第
四
十
八
頁
】

南
麼
三
曼
多
勃
駄146　

娑

南
麼
三
曼
多
嚩147

折148

囉
𧹞
嚩

迦
佉
哦149

誐
伽
遮
車
惹
社
吒
咤
拏
荼
哆150

他
娜
駄
波
頗
麼
婆
野
囉
邏
嚩
奢
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沙
娑
訶
乞151

灑
二
合 

右
此
一
轉

皆
去
聲 

長
呼
之

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
暗

南
麼
三
曼
多
勃
駄
喃
糝

南
麼
三
曼
多
伐
折
囉
𧹞
鑁

【
第
四
十
九
頁
】

劍
欠
儼
儉
占
襜
染
瞻
𪗦

152

蜴
喃
湛

擔
探
喃153

淡
𠷖
諍
諂
胖
閻
㘕
藍

鑁154

睒
衫
參
甜155156

二
合
其
口
邊
字
皆
帶

第
一
轉
本
音
呼
之

 

南
麼
三
曼曼

多
沒157

駄
喃
噁

南
麼
三
曼
多
沒158

駄
喃
索 

南
麼
三
曼
多
嚩159

囉
𧹞
嗼160

屩161

却
虐
𠽁

162

灼
綽
弱
杓
磔163

坼
搦
擇164

謦

165

託
諾
鐸
博
泊
漠
簿
藥
𡀩
落
嗼

【
第
五
十
頁
】　　
　
　
　
　
　

一

鑠
嗦166

矐167

吃
索
二
合
皆
帶
第
二

轉
音
入
聲
呼
之168

伊
縊169

塢
烏

哩
舞

170

里
狸
翳
藹
汗171

奧
仰
攘172

𠸎
曩

莽 

𠵫
穰
儜
嚢
忙
噞
髯
喃
南
鑁

㖸
弱173

諾
莫

祕
密
主
如
是
字
門
道
善
巧
法
門
次
第

住
眞
言
道
一
切
如
來
神
力
之
所
加
持
善

174

解
正
遍
知
道
菩
薩
行
舞
過
去175

來

現
在
諸
佛
世
尊
已
説
當
説
今
説
々176

祕
密
主

【
第
五
十
一
頁
】

我
今
普
觀
諸
佛
説刹

土
無
不
見
此
遍
一

切
處
法
門
彼
諸
如
來
無
有
不
宣
説
者

是
故
祕
密
主
若
人177

了
知
眞
言
門
修
善菩

薩
行
諸
菩
薩
於
此
遍
一
切
處
法
門
應

勤
修
學
於
阿178

舸
遮
吒
多
波
初
中
後
相

加
以
等
持
品
類
相
入
自
然
獲
得
菩
提
心

行
成
等
正
覺
及
般
涅
槃
有
此
等
所
説

字
門
相
與
和
合
眞
言
法
教
初
中
後
倶

【
第
五
十
二
頁
】

眞
言
者
若
如
是
知
隨
其
自
心
而
得
自
在

於
此 
一
一
句
決
定
意
用
之
以
慧
覺
知
當

授
無
上
殊
勝
句
如
是
一
輪179

轉
字
輪
眞
言
者

了
知
此
故
常
照
𠦜世

世世

間
如
大
日
世
尊
而
轉
法

輪
学
輪字

品
第
十180

181

有
法
門
名
遍
一
切
處
彼182

菩
薩
字
位
住

時
一
切
所
作
皆
得
成
就
者
即
此
字
輪

法
門
是
遍
一
切
處
法
門
也
菩
薩
若
住

【
第
五
十
三
頁
】

此
字
輪
法
門
者
始
從
發
妙
菩
提
心

乃
至
成
佛
於
是
中
間
所
有
一
切
自
利

利
他
種
々
事
業
由
入
此
法 

門
故
一
切
皆

得
成
就
無
有
罣
礙
也
又
上
來
所
説
阿

闍
梨
住
於
佛
地
者
義
独183

未
了
謂
此

中
字
門
即
是
也
最
初
阿
字
即
是
菩

提
之
心
若
觀
此
字
而
與
相
應
即
是
同

於
毗
盧
遮
那
法
身
之
體
也
謂
觀
此
阿

【
第
五
十
四
頁
】

字
之
輪184

如
孔
雀
尾
輪
光
明
圍
繞
行

者
而
住
其
中
即
是
住
於
佛
位
也
更問

此
字
輪
當
作
三
重
於
中
而
置
阿
字
餘

字
眷
屬
在
外
也
更問185

又
此
阿
有
五
種
何186

々
長187

又
毎
字
輪
初
先
有
三
重
歸
命

三
寶
眞
言
之
心
謂
阿
字
娑
字
嚩
字188

此

三
字
顯
三
部
義
也
阿
字
是
如
來
部
娑

字
是
蓮
華
部
嚩
字
是
金
剛
部
毎
三

【
第
五
十
五
頁
】

部
隨
五
字
輪
而
轉
隨
義
相
應
之
相
前

言
漫
荼
門189

今
云
輪
者
即
是
漫
荼
門190

義
前
者
壇
法
中
心
是
大
日
如
來
即
同
此
中
阿

字
北
邊
置
蓮
華
及
諸
眷
屬
皆
在
一
處
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即
是
此
中
之
娑
字
南
邊
置
執
金
剛

及
諸
眷
屬
即
是
此
中
之
嚩
字
也
今

從
阿
字
而
更
生
四
字
即
是
大
悲
胎

藏
之
業191
也
從
一
嚩
字
轉
生
多
字
故

【
第
五
十
六
頁
】

名
爲
輪
也
第
一
阿
字
即
是
菩
提
心
體

次
有
迦
佉
伽
俄
伽192
等
五
音
皆
取
四
字

各
除
第

五
聲

次
又
取
也
囉193

乃
至
乞
叉
皆
是

男
聲
悉
入
阿
字
輪
也
行
者
已
發
菩

提
之
心
當
進
修
如
來
之
行
故
次
明
阿
長
字

輪
是
行
也
其
三
部
者
謂194

三
字
是
也
次

迦
字
乃
至
乞
叉
亦
皆
傍
角
加
點
用
爲

長
聲
字
輪
也
既
已
具195

足
如
來
之
行

【
第
五
十
七
頁
】

則
成
菩
提
故
次
明
暗
糝
鑁
字
輪
此
三
部

也
此
阿
上
有
點
是
大
空
義
猶
此196

菩
提

之
心
離
一
切
諸
相
即
名
諸
佛
是
成
菩
提

也
次
迦
字
乃
至
乞
叉
皆
加197

一
點
爲
暗
字

輪
也
已
成
菩
提
當
至
何
所
謂
大
涅

槃
故
次
於
此
中
而
明
噁
索198

嗼
等
字

輪
也
三
部

也 

如
迦
乃
至
乞
叉
皆
傍
加
二199

點
即

涅
槃
輪
也
其
噁
長聲
字
一
字
是
方
便

【
第
五
十
八
頁
】

輪
所
以
中
無
也
此
是
釋
迦
佛
輪200

羯
磨
部
遍
入
一
切

輪
故
無
別
壇
瑜
伽

云爾 

凡
字
輪
大
爲
三
分
初
阿
字
即
爲
一
分

次
迦
乃
至
廿
字
爲
第
二
分
次
也
字
乃

至
訶
字
爲
第
三
分
除
去
乞
叉
字
由

此
字
已
重
故
也
謂
有
迦
娑
二

聲
故
重
也

 201

以
上
皆

是
智
慧
字
也
次
有
伊
上
伊
鄔
上
烏
𧫦

202

加
此

愛
惡
多
吽

反

203

奧
八
字
即
成
就
三
昧

皆
是
三
昧
聲
也
亦
隨
五
輪
而
恒
轉

【
第
五
十
九
頁
】

其
義
可
知204

有
俄
魚可
若
而可
吒
嚢
上
莫
慕可205

此
字
遍
一
切
處
謂
遍
於
定
慧
中
也
然
此

五
字
亦
隨
五
輪
而
轉206

謂
加
傍
點
或
加

上
圓
點
或
加
傍
二
點
等
此
五
皆
成
五
字
也
所

謂
字
輪
者
從
此
輪
轉
而
生
諸
字
也
輪

是
生
義
如
從
阿
字
一
字
即
轉207

生
四
字

謂
阿
是
菩
提
心208

長
是
行
暗
是
成
菩
提

噁
是209

寂
涅
槃
噁
長
是
方
便
如
阿
字
者

【
第
六
十
頁
】

當
知
迦
字
亦
五
字
乃
至
佉
等
凡
廿
字

當
知
亦
尒
次
有
十
二
字
謂
伊
上
伊
鄔
烏
嚕

留
盧
留
𧫦 210

愛
烏
奧
十
二
字
即
同
字
上
之

點
謂
三
昧
也
仰
壤
拏
曩
莽
亦
有
五
字
印211

其
也

同
上
頭
之
點
也
羅212

等
八
字
即
同
字
傍

之
二
點
是
除
之
義
也
當
知
此
字
輪
即
遍

一
切
眞
言
之
中
若
見
阿
字
當
知
菩
提
心

義
若
見
長
阿
字
當
知
修
如
來
行
若

【
第
六
十
一
頁
】

見
暗
字
當
知
成
三
菩
提
若
見
噁
字
當

知
證
大
涅
槃
若
見
長
噁
字
當
知
是
方

便
力
也
若
見
迦
等
廿
字
亦
隨
義
類
而
演

説
之
當
知
此
諸
字
等
皆
是
慧
也
若
見

囉
等
八
字
當
知
即
同
傍
點
亦
是
隨

類
相
應
也
謂
羅
是

無
垢
等213

若
見
伊
等
即
顯

三
昧
若
見
仰
等
五
字
當
知
即
大
空
之

點
也
大
空
離
一
切
諸
相
即
是
成
佛
義
也

【
第
六
十
二
頁
】

若
行
者
如
是
了
達
則214

能
入
一
切
陀
羅
尼

義
旋
轉
無
礙
故
名
爲
字
輪
也
如
是
祕
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密
主
字
道
門
善
法
眞
言
道
住
次
第
諸

佛
初215

力
加
持
三
藐
三
佛
陀
道216

眞
言
行
菩217

薩

若
欲
速
得
古
佛
之
法
者
應
當
修
學
如

是
遍
一
切
處
法
門
懃
心
聽
聞
思
惟
修
習

由
此
之
故
或
能
一
生
之
中
得
一
切
如
來
種
々
儛218

戲
歌
詠
而
悦
衆
生
也
初
中
後
相
加
者

【
第
六
十
三
頁
】

謂
阿
等
五
字
爲
初
迦
等
廿
字
爲

中
羅219

等
八
字
皆
是
傍
點
此
諸
字
皆
是

助
成
字
義
故
後
分
也
凡
迦
遮
吒
多
波
等

皆
屬
阿
字
門
阿
字
是
菩
提
心
此
中
初

220

後
相
加
々221

者
如
阿
字
單
是
菩
提
心
若
傍

角
加
尽222

即
是
行
也
此223

菩
提
心
并
行
也

若
上
加
點
者
即
是
菩
提
心
并
大
空
離
一
切

相
成
菩
提
也
若
阿
字
傍
加
二
點
即224

菩
提
心

【
第
六
十
四
頁
】

并
除
一
切
障
得
涅
槃
也
他
皆
効
此
而
轉

相
加
或
但
一
義
或
二
或
三
義
可
知
也
或
有

阿
字
上
雅225

無
點
而
其
次
有
字
是
重
字
有

其
仰
壤
拏
曩
莽
等
是
點
用
加
於226

前
即

是
暗
字
所
以
爾
者
此
仰
等
是
點
用
加
於

前
即
阿
字
成
暗
音
也
或
阿
字227

無
點
其
次

有
重
字
有
也
如
迦
佉
俄
伽
重
加
四
字
用
於

仰
字
爲
點
也
遮
車
闍
社
字
用
壤
字
爲

【
第
六
十
五
頁
】

點
也
他
放228

此
囉
等
聲
以
配
於
前
即
成
噁
字

也
所
以
然
者
也
囉
等
皆
是
傍
二
點
今
以

連
前
阿
即
成
噁
聲
也
更
審

問

夫
法
體
無

言
離
諸
分
別
戲
論
復
能
一
切
如
來

以
自
在
加
持
神
力
故
成
此
字
輪
故
能
作

如
來
事
利
益
群
品
也
迦
遮
吒
哆
跛
三
昧

品
證
菩
提
心
行
佛
受
與
并
涅
槃
此
等

説
字
等
相
加
有
眞
言
教
初
中
後
具229

【
第
六
十
六
頁
】

此
是
經
文

已
釋
文
竟
如
是
知
隨
意
持
誦
者
決
意

一
一
句
用
之
知
竟230

當
授
與
句
無
上
殊
勝
者

如
是
知
者
即
是
一
切
智
々
名
之
差231

別
若
行

者
如
是
了
知
字
輪
之
義
即
能
所
欲
皆
得

成
就
以
要
言
之
所
謂
一
切
皆
隨
意
成
者

謂
成
如
來
一
切
事
業
也
若
成
此
者
即
是
同

於
法
王
於
一
切
法
々232

中
而
能
自
在
亦
得
隨
本

所
願
爲
一
切
衆
生
開
淨
知
見
令
得
佛
慧
也
何

【
第
六
十
七
頁
】

人
得
此
利
益
謂
如
理
具
縁
善
持
誦
者
故
次

云
持
誦
者
也
誰
得
此
決
定
意
耶
謂233

轉

輪234

字
輪
知
持
誦
者
常
明
世
間
如
世
尊
毗

盧
遮
那
輪
轉
者
如
世
間
之
輪
若
旋
運
之
時

不
可
知
是
終
始
之
際
無
有
邊
際
不
可
窮
盡

當
知
此
二235

字
輪
亦
復
如
是
從
阿
字
旋
轉

出
生
一
切
諸
字
此
字
輪
即
遍
一
切
眞
言
名

字
之
中
迴
轉
捻236

持
無
有
邊
際
不
可
盡
原
遍

【
第
六
十
八
頁
】

一
切
處
即
是
百
千
萬
億
旋
陀
羅
尼
也
行

者
若
能
如
是
了
知
字
輪
之
義
者
則
能

以
此
常
明
而
照
世
間
常
住
之
明
即
是
大
日

如
來
之
體
同
彼
毗
盧
遮
那
而
轉
法
輪
也

即
是　

此
中
常
明
大
慧
日
也
此
之237

即
是
菩
提

之
心
阿
字
之
體
無
生
無
作
無
有
變
易
非

由
造
成
如
是
常
住
實
相
之
慧
故
名
常
明
也

若
行238

勤
功
久
修
無
有
懈
退
者
決
定
得
之

【
第
六
十
九
頁
】

也
然
上
來
所
説
曼239

荼
羅
方
軌
法
用
散
花
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灌
頂
乃
至
或
授
以
明
鏡
如
以
金
錍
決
其

眼
瞙240

如
是
等
皆
爲
創
發
菩
提
心
者
以

方
便
加
持
次
第
法
用
成
彼
堅
固
之
心
作
入

佛
法
之
階
漸
然
此
中
祕
旨
在
於
字
輪
也

所
以
者
何
若
行
者
爲
人
作
阿
闍
梨
欲

造
立
漫
荼
羅
者
先
謂
住
於
世
尊
之
位
謂

以
此
諸
字
門
而
合
集
成
身
即
是
身
同
於

【
第
七
十
頁
】

佛
也
謂
瑜
伽
阿
闍
梨
觀
行
成
就
隨
心
所
作

任
運
皆
成
觀
此
字
輪
遍
布
身
分
猶
明
見
故

同
於
佛
與
佛
同
位
也
然
布
字
之
時
當
分
爲
四

分
即
是
四
重
漫
荼
羅
也
頭
爲241

初
分
是
阿
字

本
ノ
一
‥

菩
提
心
位
從
法242

佉
俄
伽
仰
等
乃
至
奢
娑
訶

凡
是
第
一
聲
者
皆
屬
菩
提
之
心
也
當
從

行
者
眉
間
白
毫
相
處
而
觀
迦
字
從
於243

佉

以
下
當
右
旋
逐
日
而
轉
以
次
一
匝244

布
之
令
環

轉
相
接
次
從
咽
以
下
爲
第
二
分
屬
長
々245

阿

【
第
七
十
一
頁
】

字
門
亦
當
中
與
白
豪
上
下
相
応246

右
行
布
之一匝247

相
接
此
是
菩
提
之
行
也
次
從
心
以
下
爲
第
三
分

屬
暗
字
門
從
心
上
布
於
姦248

字
以
次
右
旋一匝249

相

接
次
從
臍
以
下
屬
噁
字
門
是
大
涅
槃
亦
從

中
而
置
悪250

字
以
次
右
旋
一匝251

令
遍
也252

頭
爲
上

分
咽
心
爲
中
分
齊253

爲
後
分
私
謂
發
菩
提
心
爲
初
行

果
爲
中
天
寂
爲
後
也

254

其
第
五噁

字
遍
一切
處
隨
意
所
作
皆
得
也
此
在
身
外

如
佛
身
光
隨
意
而
用
不
在255

身
内
布
字
之
位

也256

字
亦
爾
與
噁
同
也
師
既
如
是
成
身
已
其
漫

【
第
七
十
二
頁
】

荼
羅
亦
如
是
布
之
亦
當
想
弟
子
令
如
是
作
之

三
事
皆
成
是
祕
密
漫
荼
羅
也
若
不
了
達
此
中

意257

雖
依
前
事
法
而
作
不
名
善
作
虚
費
功
夫

亦
無
所
成
也
又
此
布
字
之
法
是
祕
密
漫
荼
羅

自
非
久
習
眞
明
之
行
堪
傳
授
者
方
以
意
相

傳
不
可
以
文
載
故
師
以
口
相
授
經
所
不
説
但

云
如
毗
盧
遮
那
輪
轉
也
復
次
行
者
須
知
諸

字
之
色
謂
初
乾258

字
及
迦
等
廿
五
字
及
也
囉

【
第
七
十
三
頁
】

乃
至
訶
字
皆
屬259

於
阿
作
其
黄
色
所
謂
金

剛
之
色260

第
二261

阿
字
轉
作
黄
白
色
所
謂
寂
靜

色
也
阿
字
體
黄
三
昧
爲
白
二
色
合
故
黄
白
也

第
三
加
頭
上
點
者
亦
作
黄
白
色262
阿
字
黄

大
空
白
故
黄
白
也
次
第
四
完
噁

263

字
轉
作

黄黄

白黒

264

色
阿
字
黄
二265

點
涅
槃
色
黒
故
黄
黒

也
亦
可
二266

點
是
降
伏
義
猶
如
涅
槃
壞
滅
権267

破
一
切
障
法
此
亦
如
是
故
二268

點
作
黒
也
第
五

【
第
七
十
四
頁
】

噁
即
用
乾269

字
者
阿
字
體
黄
上
點
即
白
傍

即
黒
當
知
即
是
種
々
雜
色
也
凡
布
漫
荼

羅
亦
爲
三
重
第
一
重
迦
字
乃
至
訶
用270

匝271

内
重
名
爲
金
剛
輪
也
此
金
剛
輪
持
一
切
法

猶
如
世
界
金
剛
之
輪
持
於
世
界
也
即
是

行
者
最
初
菩
提
心
輪
謂
欲
堅
固
菩
提

心
故
先
作
内
重
也
次
第
二
輪
謂
阿暗
此
是
長

阿
及
暗
二
輪
同
是
中
分
若
同272

迦273

爲
輪
即
不

【
第
七
十
五
頁
】

須
用
次274

字
輪
也
私
謂
是
行
是
因

是
證
是
果
也

275

次
第
三
輪
用

噁276

字
輪
亦
順
中
如
上
布
之
令
環
合
也
其
伊
等
十

二
字
在
外
散
布
猶
如
光
焔
也
此
即
是
三
轉

法
輪
之
義
也
如
是
布
已
持
誦
者
即
是
持
明
之

身
猶
如
大
日
如
來
神
力
加
持
等
無
有
異

此
輪
亦
名
因
縁
輪
也
師
及
弟
子
并
漫
荼

羅
皆
作
如
是
祕
密
之
輪
又
此
諸
字
即
是
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眞
言
之
輪
故
凡
有
四
種
輪
也
又
字
輪
者
梵

【
第
七
十
六
頁
】

音
云
噁
刹
囉
輪
噁
刹
羅
是
不
動
義
不
動

者
所
謂
是
阿
字
菩
提
心
也
如
毗
盧
遮
那
住

於
菩
提
心
體
性
種
々
示
現
普
門
利
益
種

々
變
現
無
量
無
邊
雖
如
是
垂
迹
無
窮
盡

能
實
常
住
不
動
亦
無
起
滅
之
相
猶
如
車

輪
雖
復
運
轉
無
窮
而
當
中
未
曾
動
搖

由
不
動
故
能
制
餘277

動
而
無
窮
極
也
此
阿
字

亦
復
如
是
以
無
生
故
即
無
動
無
退
而
生
一
切
字

【
第
七
十
七
頁
】

轉
輪278

無
窮
是
故
名
不
動
輪
也
若
行
者
能
了

達
如
是
不
動
之
輪
而
布
諸
明
即
以
其
體
自
然

身
有
所
表
無
非
密
印
口
有
所
説
悉
是
眞
言

凡
有
見
聞
觸
知
之
者
皆
必
定
於
無
上
菩
提

所
成
福
利
眞
不
虚
也
如
能
如
是
即
同
毗

盧
遮
那
而
作
佛
事
常
照
世
間
也
凡
行
者

持
誦
時
當
觀
字
輪
或
爲
句
輪
所
謂
句
輪

者
觀
本
尊
心
々279

上
有
圓
明
而
布
眞
言
之
字

【
第
七
十
八
頁
】

輪
轉
相
接
令
明
了
現
前
持
誦
時
觀
此
字
猶280

如
白
乳
次
第
流
注
入
行
者
口
或
注
其
頂
相

續
不
絶
遍
滿
其
身
乃
至
遍
於
支
分
其
國281

明

中
字
常
明
了
如
常
流
水
而
無
有
盡
如
是
持

誦
疲
極
已
即
但
住
於
寂
心
謂
觀
種
子
字

也
其
觀
法
如
上
已
具
説
之
若
得
見
種
子
字

已
即
從
種
子
字
中
而
見
本
尊
也
如
是

成
已
即
能
遍
布
字
輪
而
成
持
明
之
體
方

【
第
七
十
九
頁
】

堪
作
諸
事
業
也
如
是
阿
字
是
不
動
義

是
金
剛
體
凡
欲
令
事
堅
固
不
動
或
令

若
自
若
他
道
心
不
動
等
皆
用
阿
字
加

之
餘
一
切
字
亦
隨
事
相
應
用
之
也282

恵
苑

刊
定
記
云
輪
字
品
者
本
疏283

云
日
照
三
藏
解

之
輪
有
多
義
略
顯
三
釋
一
約
字
相
楞

伽
中
字
輪
圓
滿
猶
如
象
跡
故
二
約
所
詮
是

理
圓284

備
如
輪
滿
足
三
約
業
用
所
言
不
虚

【
第
八
十
頁
】

如
文
可
知
大
方
廣
佛
華
嚴
經
入
法
界
品
頓

證
毗
盧
遮
那
法
身
字
輪
瑜
伽
儀
軌
夫
欲
頓

入
一
乘
修
習285

毗
盧
遮
那
如
來
法
身
觀
者
先

應
發
起
普
賢
菩
薩
微
妙
行
願
復286

應

以
三
密
加
持
身
心
則
能
悟
入
文
殊
師
利
大

智
慧
海
然
行
者
最
初
於
空
閑
處
攝

念
安
心
閉
目
端
身
結
跏
趺
坐
運
心
普

縁
無
邊
刹
海
諦
觀
三
世
一
切
如
來
遍
於

【
第
八
十
一
頁
】

一
一
佛
菩
薩
前
慇
懃
恭
敬
禮
拜
旋
遶
又
以

種
々
供
具
雲
奉
獻
如
是
等
一
切
聖
衆
廣

供
脱
乎

大287

養
已
復
應
觀
自
心
々
本
不
生
自
性
成

就
光
明
遍
照
猶
如
虚
空
復
應
深
起
悲
念

哀
愍
衆
生
不
悟
自
心
輪
迴
諸
趣
我
當

普
禮
拔
斉288

令
其
開
悟
盡289

無
有
餘
復
應

觀
察
自
心
諸
衆
悉290

心
及
諸
佛
心
本
無
有
異

平
等
一
相
成
大
菩
提
心
瑩
徹
清
淨
廓
然
周

【
第
八
十
二
頁
】

遍
圓
明
皎
潔
成
大
月
輪
量
等
虚
空
無
有

邊
際
復
於
月
輪
内
右
旋
布
列
四
十
二
梵
字
悉

皆
金
色
放
大
光
明
照
徹
十
方
分
明
顯
現
一
々

光
中
見
無
量
刹
海
一
一
刹
海
有
無
量
諸

佛
一
々
諸
佛
有
無
量
聖
衆
前
後
圍
遶
坐

菩
提
場
成
等
正
覺
智
入
三
際
身
遍
十
方
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轉
大
法
輪
度
脱
群
品
悉
令
現
證
無
住
涅

槃
復
應
悟
入
般
若
波
羅
蜜
四
十
二
字
門
了

【
第
八
十
三
頁
】

一
切
法
皆
無
所
得
能
觀
法
界
皆
悉291

平
等

無
異
無
別
々292

修
瑜
伽
者
若
能
與
是
旋
陀

羅
尼
觀
行
相
應
即
能
現
證
毗
盧
遮
那

如
來
智
身
於
諸
法
中
得
無
鄣293

礙
評
曰

大
日
經
中
、
有
五
字
輪
二
百
五
十
觀
法
及

百
字
輪
布
字
觀
法
并
以
三
十
二
字
爲
三
十
二

相
布
字
觀
法
華
嚴
儀
軌
四
十
二
門
布

字
觀
法
并
有
圖
壇
不
載
此
中
又
昔
日

【
第
八
十
四
頁
】

照
三
藏
將
來
華
嚴
三
昧
四
十
二
重
華

壇
佛
像
觀
行
圖
壇
及
以
天
台
大
師
法
華
三
昧

四
十
二
位
華
臺
成
佛
圓
融
觀
行
特
與
此
文
甚
以
契

合
又
大
日
經
五
字
大
漫
荼
羅
及
金
剛
頂
五

字
旋
陀
羅
尼
並
是
祕
密
修
證
之
法
門

也
已
上 

凡
一
切
梵
語
皆
有
字
縁
字
界

之
義
唯
釋
此
義
異
説
不
同
也
且
出
一
説

倶
舎
論
第
九
云
此
中
縁
起
是
何
句

【
第
八
十
五
頁
】

義
鉢
剌
底
是
至
義
醫
底
界
是
行

義
由
先
助
力
界
義
轉
反294

故
行
由
至
轉
反295

成
縁
光
法
師
云
經
部
答
或296

有
部
答
依

聲
明
論
有
字
縁
字
界
其
字
界
若
有
字

縁
來止

助
即
有
種
種
義
起
鉢
剌
底
是
至

義
是
字
縁
醫
底
男297

是
行
義
是
字
界

界
是
體
義
此
醫
底
界
由
先
鉢
剌
底

助
力
醫
底
界
義
轉
反298

成
縁
若
助
訖
成

【
第
八
十
六
頁
】

縁
應
言
鉢
剌
底
丁
履

反

帝
夜
臾
何

反

299

此
翻
名
縁

所
以
然
者
諸
縁
勢
力
起
果
名
行
未
至
之

時
未
成
縁
義
若
縁
力
至
果
或
諸
縁
相
至

方
得
名
縁
故
造
字
家
於
行
界
上
加
至
助

縁
行
成
縁
義
論
云300

參
是
和
合
義
嗢

是
上
升
義
此
二
是
字
縁
鉢
地
界
是

有
義
是
字
界
鉢
地
有
界
藉
前
參

嗢301

合
昇302
字
縁
助
力
轉
變
成
起
若
助
訖

【
第
八
十
七
頁
】

成
起
應
言
參
牟
幡303

陀
此
翻
名
起
所
以

然
者
明
諸
有
法
要
與
縁
合
便
得
上
昇304

故
名
爲
起
故
造
字
家
於
有
界
上
加
合
昇305

縁
有
成
起
義
故
總
結
言
由
此
有
行
法

至
於
四
縁
已
和
合
昇306

起
是
縁
起
義
云
々

【
第
八
十
八
頁
】

嘉
應
元
年
十
一
月
十
六
日
書
冩
了

天
保
二
壬
辰
孟
夏
廿
日
書
冩
了

天
保
四
癸
巳
季
秋
於
内
山
冩
之

雖
毫
甚
拙
莫
於
文
字
有
謬
焉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
押
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1	
因
み
に
『
聾
瞽
指
帰
』・『
三
教
指
帰
』
の
「
鼈
毛

先
生
論
」
は
「
余
亦
充
終
身
之
口
實
」
で
終
わ
っ

て
お
り
、
文
の
結
び
に
類
似
性
が
看
取
さ
れ
る
。

2	

岡
村
圭
真
師
は
梵
字
悉
曇
の
み
が
他
の
言
語
と
は

異
な
る
真
実
の
文
字
で
あ
る
と
説
く
『
悉
曇
字
母

釋
義
』
を
前
提
に
、「
し
か
し
、
中
国
の
文
字
の
発

祥
と
対
比
す
る
手
法
が
用
い
ら
れ
た
た
め
に
、『
字

母
釈
義
』
と
齟
齬
す
る
見
解
が
見
え
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
上
表
文
で
は
梵
字
悉
曇
の
作
者
を
梵

天
と
し
、
書
祖
蒼
頡
を
神
人
と
並
べ
称
し
て
い
る

点
で
あ
る
」
と
云
う
（
岡
村2015:5
）。
し
か
し

上
表
文
は
「
梵
天
の
護
り
森
羅
に
し
て
」
と
の
み

云
っ
て
お
り
、
梵
字
悉
曇
が
梵
天
の
所
作
で
あ
る

と
は
云
っ
て
い
な
い
。
加
え
て
下
に
「
常
住
の
字
」

と
云
っ
て
い
る
こ
と
は
、
梵
字
が
梵
天
の
所
作
で

は
な
く
、「
本
有
自
然
真
実
常
住
の
字
」
と
す
る
『
悉

曇
字
母
釋
義
』
の
所
説
と
一
致
す
る
（『
定
本
弘

全
』5:111

）。
梵
天
は
「
梵
王
等
、傳
受
轉
教
衆
生
」

と
あ
る
よ
う
に
『
定
本
弘
全
』5:101

）、
梵
字
の

伝
達
者
の
役
割
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

3	

盧

：

蔵
。
嚧

：

『
定
本
弘
全
』。
＊
今
は
字
母
の
文

字
の
み
を
校
合
す
。
以
下
同
じ
。

4	

輝

：

蔵
。
軌

：
『
定
本
弘
全
』。

5	

狐

：

蔵
。
空

：
『
定
本
弘
全
』。

6	

娑

：
蔵
。
沙

：

『
定
本
弘
全
』。

7	

大
沢
師
は
非
御
作
説
の
根
拠
と
し
て
六
説
を
挙
げ

て
い
る
が
（
大
沢2016:10

）、
そ
の
中
に
お
い
て

も
矛
盾
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

大
沢
説
第
二
は
、
書
名
が
「
梵
字
悉
曇
字
母
幷

釈
義
」
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
文
中
に
『
悉

曇
章
』
と
あ
る
こ
と
と
相
違
す
る
と
云
う
。
こ
こ

で
師
は
悉
曇
章
を
書
名
す
な
わ
ち
『
悉
曇
十
八
章
』

（『
大
悉
曇
章
』）
と
見
做
す
。
し
か
し
、『
悉
曇
字

母
釋
義
』に
云
う「
梵
王
下
來
授
以
此
悉
曇
章
」、「
辞

悉

曇
差
囉

窣
覩
二
合　

右
四
字
題
目
。
梵
云

悉
曇
囉
窣
覩
。
唐
云
成
就
吉
祥
章
」、「
都
有
一
萬

三
千
八
百
七
十
二
字
。
此
悉
曇
章
本
有
自
然
眞
實

不
變
常
住
之
也
」
と
は
「
悉
曇
章
」
そ
の
も
の
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
書
名
を
意
味
し
て
い
な
い
。
ま

た
『
悉
曇
十
八
章
』
は
大
師
が
説
明
す
る
如
く
各

字
母
に
十
二
転
が
あ
り
、
更
に
二
合
・
三
合
に
展

開
し
て
一
万
有
余
の
字
数
と
な
る
。
し
か
し
、『
悉

曇
字
母
釋
義
』
は
「
字
母
」
と
云
っ
て
お
り
、
実

際
に
本
文
中
に
は
五
十
の
字
母
の
み
を
載
せ
る
の

で
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
と
本
文
の
内
容
は
一
致
す
る
。

　

大
沢
説
第
三
の
「
総
持
」
に
関
し
て
、『
悉
曇
字

母
釋
義
』
は
「
教
文
・
法
・
義
・
功
徳
」
と
す
る
が
、

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
「
総
持
に
文
義
忍
呪
あ
り
」

と
し
て
相
違
が
あ
る
と
云
う
。
し
か
し
、『
悉
曇
字

母
釋
義
』に
は「
此
総
持
略
有
四
種
。
一
法
陀
羅
尼
。

二
義
陀
羅
尼
。
三
呪
陀
羅
尼
。
四
菩
薩
忍
陀
羅
尼
」

と
あ
り
、
更
に
法
陀
羅
尼
に
関
し
て
「
名
句
文
身

之
所
摂
録
」
と
云
う
（『
定
本
弘
全
』1:102

）。
こ

の
箇
所
は
『
瑜
伽
地
論
・
卷
第
四
十
五
』 

本
地
分

中
菩
薩
地
第
十
五
初
持
瑜
伽
處
菩
提
分
品
第
十
七

之
二
か
ら
の
引
用
で
あ
り
（
大
正30:542c17-

542c23

）、『
梵
字
悉
曇
字
母
幷
釈
義
』
に
「
已
上
四

種
者
、瑜
伽
・
仏
地
等
論
、且
約
人
釈
」
と
云
う
「
瑜

伽（
師
地
論
）」と
は
、当
該
箇
所
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
「
名
句
文
身
」
と
は
「
名nām

an

」・「
句

pada

」・「
文vyañjana

」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
身kāya

」

の
こ
と
で
あ
り
、従
っ
て『
般
若
心
経
秘
鍵
』の「
文
」

と
は
名
・
句
・
文
の
三
つ
を
「
文
」
に
代
表
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
結
局
、『
悉
曇
字
母
釋
義
』
と
『
般

若
心
経
秘
鍵
』
に
説
く
四
種
の
総
持
は
全
同
で
あ

る
。

　

大
沢
説
第
六
は
、「
匠
不
空
三
藏
」
と
い
う
用
語

が
『
広
付
法
伝
』
と
『
真
言
付
法
伝
』
に
お
い
て

発
見
で
き
な
い
と
云
っ
て
、「
匠
」
を
問
題
視
す
る
。

し
か
し
『
悉
曇
字
母
釋
義
』
の
当
該
箇
所
は
「
傳

真
言
之
匠
不
空
三
藏
等
」（
真
言
を
傳
ふ
る
（
之
）

匠
の
不
空
三
藏
等
は
）
で
あ
り
、「
匠
不
空
三
藏
」

で
一
ま
と
ま
り
の
用
語
で
は
な
い
。
ま
た
大
師
の

著
作
に
お
け
る
「
匠
」
の
用
例
は
、『
御
請
来
目
録
』

に
「
或
源
或
派
、
古
之
法
匠
、
泳
派
攀
業
」（『
定

本
弘
全
』1:18

）、『
弁
顕
密
二
教
論
』に「
先
匠
所
傳
、

皆
是
顯
教
」（『
定
本
弘
全
』3:76

）、『
般
若
心
経

秘
鍵
』
に
「
若
然
、前
來
法
匠
、何
不
吐
斯
言
」（『
定

本
弘
全
』3:5

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

8	『
大
智
度
論
』
の
当
該
箇
所
に
お
け
る
阿
字
か
ら
茶

字
は
、
南
宋
・
法
雲
『
翻
訳
名
義
集
』
に
引
用
さ

れ
て
い
る
（
大
正54:1132c15-1136c3

）。

9	

同
様
に
、『
悉
曇
字
母
釋
義
』序
文
冒
頭
の『
西
遊
記
』

の
引
用
は
、『
悉
曇
字
記
』
を
参
考
に
し
て
、
大
師

が
実
際
に
『
西
遊
記
』
を
繙
い
て
、
詳
し
く
引
用

し
な
お
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
大
師
が
玄
奘
三

蔵
『
西
遊
記
』
を
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
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『
広
付
法
伝
・
第
三
問
答
決
疑
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
。

10	 om
.

：

御
。
之

：

大
『
定
本
弘
全
』。

11	

熱

：

御
は
「
熱
」
の
俗
字
の
「
賚
」
に
作
る
。

12	

矯

：

高
大
本
は
右
旁
を
俗
字
の
「
𠳮
」
に
作
る
。

13	

迦
字
六

：

こ
の
三
字
、
頭
注
に
記
す
。
今
、
本
文

に
補
う
。

14	

剌

：

御
。
辣

：

大
『
大
般
若
経
』。

15	

九

：

「
卅
」
と
す
べ
き
か
。
以
下
同
様
。

16	

搋

：

本
文
は
「
𢮎
」
に
作
る
。
頭
注
に
他
本
と
し

て
「
搋
」
字
を
挙
げ
る
。
今
は
大
『
大
般
若
経
』

と
同
じ
「
搋
」
を
採
る
（T5: 302c9
）。

17	

拏

：

御
。
孥

：

大
『
大
般
若
経
』。

18	

酌

：

本
文
は
右
旁
を
「
勾
（
句
）」
に
作
り
、
頭
注

に「
酌
乎
」と
云
う
。
今
は
頭
注
に
従
っ
て
改
め
る
。

19	

善
現

：

具
壽
善
現
の
こ
と
。『
大
般
若
経
』
に
お
け

る
世
尊
の
対
弁
者
。

20	

枝

：

御
蔵
。
支

：

大
。

21	

娑

：

御
。
沙

：

大
蔵
。

22	

六

：

御
大
。
大

：

蔵
。

23	

折

：

御
大
。
制

：

蔵
。

24	

婆

：

御
蔵
。娑

：

大
。御
は
頭
注
に「
娑
乎
」と
云
う
。

25	

諸
法
時
來
轉
故

：
御
大
。om

.

：

蔵
。

26	

麽

：

御
蔵
。
磨

：
大
。
御
は
「
幺
」
の
右
傍
に
「
本

石
」
と
云
て
「
磨
」
と
す
る
。

27	

簸

：
御
蔵
。
𤿺

：

大
。

28	

簸

：
御
蔵
。
𤿺

：

大
。

29	

呿
：

御
大
。
坐

：

蔵
。

30	

栬(s.e.)

：

御
。
拕

：

大
。
他

：

蔵
。
御
は
「
莟
」

に
書
し
、
頭
注
に
「
栬
乎
」
と
云
う
。
今
は
頭
注

に
従
う
が
、
ど
ち
ら
も
誤
写
で
あ
ろ
う
。

31	

莟(s.e.)

：

御
。
拕

：

大
。
他

：
蔵
。

32	

摩

：

御
大
。
魔

：

蔵
。

33	

摩

：

御
大
。
魔

：

蔵
。

34	

後

：

御
。
厚

：

大
。

35	

他

：

御
大
。
他
土
荼
反

：

蔵
。

36	

咤

：

御
大
。
吒

：
蔵
。

37	

傴

：

御
大
。
驅

：

蔵
。

38	 om
.

：
御
。
故

：

大
蔵
。

39	

不
可
得

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

40	

故
：

御
。om

.

：

大
蔵
。

41	

得
：

御
。
説

：

大
蔵
。

42	

等

：

御
。
礙

：

大
蔵
。

43	

不

：

御
。om

.
：

大
蔵
。

44	

亦

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

45	

書

：

御
大
。
尽

：

蔵
。

46	
持

：

御
大
。
第

：

蔵
。

47	
諸

：

御
。
諸
餘

：

大
正
蔵
・
蔵
。

48	

得
無
増
減

：

御
。
無
増
無
減

：

大
。
無
増
減

：

蔵
。

49	

衆(s.e.)

：

御
。
陰

：

大
蔵
。

50	

巧
能

：

御
。
能
巧

：

大
。
能

：

蔵
。

51	

是

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

52	

衆
生
來

：

御
。
往
來

：

大
蔵
。

53	

以
下
、蔵
巻
第
六
は
『
大
智
度
論
』
を
引
か
ず
、「
評

曰
」
と
し
て
『
大
日
経
』
を
引
い
て
「
據
『
大
日
經
』

此
等
字
義
、
即
是
遍
一
切
處
善
巧
法
門
。
故
知
即

是
入
印
經
中
遍
一 

切
處
。
音
聲
惠
之
法
門
也
」
と

記
す
（T84:426b19-21

）。
お
そ
ら
く
安
然
師
の

独
自
の
解
釈
と
思
わ
れ
る
。

54	

故

：

御
。
以

：

大
。

55	

因

：

御
は
俗
字
の
「
竏
」
に
記
し
、「
イ
ン
」
の
ル

ビ
を
振
る
。

56	

若

：

御
は
右
傍
に
書
き
改
め
る
。

57	

荼

：

御
は
右
傍
に
書
き
改
め
る
。

58	

苦

：

御
。
垢

：

大
。

59	

利

：

御
。
梨

：

大
。

60	

闍

：

御
は
右
傍
に
書
き
改
め
る
。

61	

々

：

御
。
知

：

大
。

62	

鄣(s.e.)

：

御
。
障

：

大
。

63	

邏

：

御
。
羅

：

大
。
御
は
右
傍
に
「
邏
」
を
書
き

改
め
る
。

64	

娑

：

御
。
薩

：

大
。

65	

魔

：

御
。
礙

：

大
。

66	

々

：

御
。om

.

：

大
。

67	

他

：

御
。
陀

：

大
。

68	

他

：

御
。
陀(s.e.)

：

大
。

69	

波

：

御
。
簸(s.e.)

：

大
。

70	

故

：

御
。om

.

：

大
。

71	

御
は
こ
こ
に
「
一
切
」
を
記
し
て
見
せ
消
ち
し
、

頭
注
に
て
「
一
切
衍
」
と
云
っ
て
省
く
べ
き
こ
と

を
示
す
。

72	

何

：

御
。
阿

：

大
。

73	

利

：

御
。om

.

：

大
。

74	

焱

：

御
。
麼

：

大
。

75	

焱

：

御
。
麼

：

大
。

76	

𢬘

：

御
。
施

：

大
。

77	

未

：

御
。
末

：

大
。
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78	
土

：

御
。
上(s.e.)

：

大
。

79	
多

：

御
。
吒

：

大
。

80	
多

：

御
。
吒

：

大
。

81	

秦

：

御
は「
禾
」旁
を「
言
」に
誤
り
、左
に
○
を
記
し
、

右
傍
に
「
秦
」
と
記
す
。

82	

故

：

御
。om

.

：

大
。

83	

廿

：

御
。
二
十

：

大
。

84	 om
.

：

御
。
故
心
得

：

大
。

85	

字

：

御
は
右
傍
に
書
き
改
め
る
。

86	

折

：

御
。
破

：

大
。

87	

嘆

：

御
。
歎

：

大
。

88	

毗

：

御
。
鞞

：

大
。

89	

或
三
十
日

：

御
。om

.

：

大
。

90	

閏

：

御
は
右
傍
に
書
き
改
め
る
。

91	

如
夢
如
幻

：

御
。
如
幻
如
夢

：

大
。

92	

大
は
こ
こ
に
「
大
智
度
論
卷
第
四
十
八
」
あ
り
。

93	

釋
第
十
八
品
竟

：

御
。
釋
第
十
九
品

：
明
本
。
釋

第
十
八
品

：

聖
。
釋
第
八
品
竟

：
石
。

94	 om
.

：

御
。
善
男
子
。
當
善
學
分
別

：

大
。

95	

二

：

御
は
右
傍
に
書
き
改
め
る
。

96	

門

：

御
は
本
文
に
見
せ
消
ち
し
て
、
頭
注
に
「
門
」

と
記
す
。

97	 om
.

：

御
。
四
十
二
字

：

大
。

98	 om
.

：

御
。
無

：
大
。

99	

四

：
「
曰
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

100	

論
釋
四（
曰
）：

御
。四
十
二
字
義
如
摩
訶
衍
中
説

：

大
。

101	

大
日
經

：

御
。
二
現
字
形
大
日
經

：

蔵
。

102	 om
.

：

御
。
諸

：

大
蔵
。

103	

相

：

御
。
想

：

大
蔵
。

104	 om
.

：

御
。
娑

：

蔵
。

105	

々

：

御
。
咤

：

大
。

106	

摩

：

御
。
麽

：

大
。

107	

羅

：

御
蔵
。
邏

：

大
。

108	

々(add.)

：

御
。om
.

：
大
蔵
。

109	

顯

：

御
は
頭
注
に
「
顯
」
を
書
き
直
す
。

110	

哦

：

御
蔵
。
誐

：
大
。

111	

現

：

御
は
右
傍
に
書
き
直
す
。

112	

遮

：
大
。『
御
作
』
は
「
脱
遮
乎
」
と
正
確
な
推
測

を
云
う
。
今
、
補
う
。

113	 om
.

：

御
。
字

：

大
蔵
。

114	

社

：

御
蔵
。
社
上
聲
呼

：

大
。

115	

吒(s.e.)

：

御
。
咤

：

大
蔵
。

116	

一
切
法

：

御
大
。
一
切
法
諸
法(add.)

：

蔵
。

117	

𠸎(s.e.)

：

御
。
拏

：

大
蔵
。

118	
又

：

『
御
作
』。
決(s.e.)

：

蔵
イ
。

119	
阿
字
是
假
立(add.)

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

120	 om
.

：

御
蔵
。
位

：

大
。

121	

位

：

御
。
住

：

大
蔵
。

122	

位

：

御
。
住

：

大
蔵
。

123	

門(s.e.)

：

御
。
所

：

大
蔵
。

124	

何(s.e.)

：

御
。
阿

：

大
蔵
。

125	 om
.

：

御
蔵
。
也

：

大
。

126	

此
縛

：

御
蔵
。om

.

：

大
。

127	

之

：

御
。
之
義

：

大
。
是

：

蔵
。

128	

告

：

御
。
言

：

大
蔵
。

129	 om
.

：

御
。
有

：

大
蔵
。

130	 om
.

：

御
。
言

：

大
蔵
。

131	 om
.

：

御
。
行

：

大
蔵
。

132	

迦

：

御
蔵
。
迦
紀

：

大
。

133	

々(add.)

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

134	

何(s.e.)

：

御
。
阿

：

大
蔵
。

135	『
大
日
経
疏
』
の
阿
字
の
解
釈
の
終
わ
り
（
大
正

39:774b15

）。
御
は
以
下
の
字
母
の
解
釈
を
省
く
。

し
か
し
、
蔵
は
大
正
（39:774b15

）
以
下
の
字
母

の
解
釈
も
載
せ
る
。

136	

丈(add.)

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

137	

阿
字
乃
至
訶
字

：

御
蔵
。
仰
壤
拏
曩
莽

：

大
正
蔵
。

＊
決
定
的
な
異
同
。

138	

入

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

139	 om
.

：

御
。
是

：

大
。
之

：

蔵
。

140	

羅

：

御
。
囉

：

大
蔵
。

141	

故(s.e.)
：

御
。
五

：

大
。

142	

知

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

143	

蔵
に
「
第
六
字
義
入
門
有
三
評
曰
一
釋
義
門
。
二

現
字
形
。
三
觀
字
輪
」と
あ
る（T84:419c16-17

）。

蔵
に
よ
れ
ば
、「
二
現
字
形
」
は
『
大
日
經
』
百
字

持
誦
品
で
あ
り
（T84:426b22

）、
先
に
既
出
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、
当
該
箇
所
の
『
大
日
経
』
字
輪

品
が
「
三
観
字
輪
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

144	

囉

：

御
蔵
。
囉
二
合

：

大
。

145	

呼

：

御
。囉
之

：

大
。下
に「
長
呼
之
」と
あ
る
ゆ
え
、

「
之
」
は
あ
っ
た
方
が
良
い
。

146	 om
.

：

御
。
喃

：

大
蔵
。

147	

嚩

：

御
蔵
。
伐

：

大
。

148	 om
.

：

御
。
折

：

大
蔵
。
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149	

哦

：

御
。
誐

：

大
。

150	
哆

：

御
。
多

：

大
蔵
。

151	
乞

：

御
。
吃

：

大
蔵
。

152	

𪗦

：

大
。
御
は
「
肉
＋
占
」
に
作
る
が
、
誤
写
と

見
做
さ
れ
る
。
喃

：

蔵
。

153	

蜴

：

御
大
。
諂

：

蔵
。

154	

鑁

：

御
。
諂

：

大
。

155	

甜

：

御
蔵
。
頷

：

大
。

156	 om
.

：

御
。
吃
衫

：

大
蔵
。

157	

沒

：

御
蔵
。
勃

：

大
。

158	

沒

：

御
蔵
。
勃

：

大
。

159	

嚩

：

御
。
伐
折

：

大
。
嚩
日

：

蔵
。

160	

嗼

：

御
蔵
。
莫

：

大
。

161	

屩

：

御
大
は
共
に
俗
字
の
「
蜿
」
を
用
い
る
。

162	

𠽁(s.e.)
：

御
。
噱

：

大
蔵
。

163	

磔

：

御
は
右
旁
を
「
栞
」
に
作
る
が
、こ
れ
は
「
桀
」

の
俗
字
の
「
赧
」
な
ど
を
誤
写
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
今
は
「
磔
」
に
見
做
す
。

164	

擇

：

御
は
俗
字
の
「
梟
」
を
誤
写
す
る
。

165	

謦

：

御
蔵
。
呾(alt.)

：

大
。

166	 om
.

：

御
蔵
。
索

：

大
。

167	

矐

：

御
蔵
。
臛

：

大
。

168	

二(s.e.)

：

御
。
右
旁
に
「
一
」
と
記
す
。
一

：

大

蔵
。

169	

縊

：

大
蔵
。
御
は
「
口
＋
縊
」
と
す
る
。
誤
写
と

思
わ
れ
る
。
今
は
「
縊
」
に
て　

代
替
す
る
。

170	

舞

：
御
蔵
。
蜷

：

大
。

171	

汗(s.e.) 

：

御
大
。
汚

：

蔵
。

172	

攘
：

御
蔵
。
壤

：

大
。

173	

大
は
こ
こ
に
「
搦
」
字
あ
り
。
衍
文
と
思
わ
れ
る
。

174	

こ
の
箇
所
に
頭
注
あ
り
、「
恐
脱
未
乎
」
と
記
さ
れ

る
。
下
に
見
る
「
来
」
を
「
未
来
」
と
見
做
す
べ

き
こ
と
を
云
う
。

175	 om
.

：

御
。
未

：

大
。
頭
注
の
「
恐
脱
未
乎
」
と

は
こ
の
箇
所
を
指
し
て
い
る
。

176	

々(add.)

：

御
。om
.

：
大
蔵
。

177	

人(s.e.) 

：
御
。
欲
：

大
蔵
。

178	

阿

：

御
。om
.

：
大
蔵
。

179	 om
.

：
御
。
輪

：

大
。

180	

学字

輪
品
第
十

：

御
蔵
。
祕
密
漫
荼
羅
品
第
十
一

：

大
。
大
は
次
の
一
品
の
タ
イ
ト
ル
を
記
し
て
い
る
。

181	

以
下
、【
引
用
⑩
】『
大
日
經
疏
』
字
輪
品
第
十
（T39: 

722c14-725b13

）。

182	

彼

：

御
大
。
修

：

蔵
。

183	

独

：

御
。
猶

：

大
蔵
。

184	

如

：

御
。
猶
如

：

大
蔵
。

185	 om
.

：

御
。
此
字
輪
當
作
三
重
。
於
中
而
置
阿
字
。

餘
字
眷
屬
在
外
也
更
問
蔵
。
御
の
書
き
漏
れ
と
思

わ
れ
る
。

186	

何(s.e.)

：

御
。
阿

：

大
蔵
。

187	 om
.

：

御
。
暗
悪
悪
長

：

仁
和
寺
本
『
大
日
經
疏
』

（
平
安
末
写
）
蔵
。

188	 om
.

：

御
蔵
。
即

：

大
。

189	

門(s.e.)

：

御
。
羅

：

大
蔵
。

190	

門(s.e.)

：

御
。
羅

：

大
蔵
。

191	

業

：

御
蔵
。
葉

：

大
。

192	

迦
佉
伽
俄
伽(s.e.)

：

御
。
迦
佉(om

.)

哦(s.e.)

伽(s.e.)

：

大
。
迦
佉
伽
俄
仰

：

蔵
。
蔵
が
正
し
い

と
思
わ
れ
る
。

193	

囉

：

御
大
。
羅

：

蔵
。

194	 om
.

：

御
蔵
。
阿
沙
嚩

：

大
。

195	

具

：

御
は
「
床
」
と
書
き
、
見
せ
消
ち
し
て
「
具
」

に
改
め
る
。

196	

此

：

御
大
。om

.

：

蔵
。

197	 om
.

：

御
。
上

：

大
。

198	

索

：

御
大
。
嗦

：

蔵
。

199	

二

：

御
大
。
英

：

蔵
。

200	 om
.

：

御
蔵
。
也

：

大
。

201	

娑

：

御
大
。
沙

：

蔵
。

202	

𧫦

：

御
蔵
。
翳

：

大
。

203	

吽
反

：

御
。om

.

：

大
。

204	 om
.

：

御
。
次

：

大
蔵
。

205	

慕

：

御
蔵
。
莫(s.e.)

：

大
。

206	

轉

：

御
は
左
旁
を
誤
写
し
、
左
傍
に
書
き
直
す
。

207	

轉

：

御
蔵
。
來

：

大
。

208	 om
.

：

御
。
阿

：

大
蔵
。

209	 om
.

：

御
。
大

：

大
蔵
。

210	

𧫦

：

御
蔵
。
翳

：

大
。

211	

印(s.e.)

：

御
。
即

：

大
蔵
。

212	

羅(s.e.)

：

御
。
囉

：

大
蔵
。

213	

羅

：

御
大
。
囉
蔵
。

214	

則

：

御
蔵
。
即

：

大
。

215	

初

：

御
蔵
。
神

：

大
。

216	

以
下
、T39:723c22

。「
菩
薩
行
舞
者
、
經
云
」

（T39:723b22

）
以
降
、「
當
知
即
是
告
一
切
大
會
也
。

謂
彼
」（T39:723c22

）
の
部
分
が
割
愛
さ
れ
て
い

る
。
蔵
は
当
該
箇
所
を
割
愛
せ
ず
に
載
せ
る
。
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217	
菩

：

御
は「
者
」を
見
せ
消
ち
し
て「
菩
」に
改
め
る
。

218	
儛

：

御
。
舞(alt.)

：

大
蔵
。

219	
羅

：

御
。
囉

：

大
蔵
。

220	 om
.

：

御
。
中

：

大
蔵
。

221	

々

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

222	

尽(s.e.)

：

御
。
画

：

大
蔵
。
御
は
「
点
」
を
見
せ

消
ち
し
て
「
尽
」
に
改
め
る
。

223	

也
此

：

御
。
此
是

：

大
。
也
此
是

：

蔵
。

224	 om
.

：

御
。
是

：

大
蔵
。

225	

雅(s.e.)

：

御
。
雖

：

大
蔵
。

226	

是
點
用
加
於(s.e.)

：

御
。
聲
以
此
連

：

大
。「
是

點
用
加
於
」
の
五
字
、
次
行
を
謝
っ
て
記
す
。

227	

字

：

御
は「
等
」を
見
せ
消
ち
し
て「
字
」に
改
め
る
。

228	

放

：

御
蔵
。
効

：

大
。

229	

具

：

御
。
倶

：

大
蔵
。

230	

竟

：

御
。
覺

：

大
蔵
。

231	

差

：

御
は
は
じ
め
誤
写
し
、
左
傍
に
書
き
直
す
。

232	

々(add.)

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

233	

こ
の
箇
所
、
御
は
「
有
慧
之
人
、
善
覺
了
識
知
字

輪
義
故
、
隨
於
阿
等
諸
字
一
一
字
門
隨
所
修
行
、

決
定
悉
皆
得
成
菩
提
之
果
、
勿
生
疑
惑
也
。
此
中

覺
知
何
法
。
謂
如
阿
字
是
菩
提
心
、
加
點
即
是
菩

提
行
。
加
於
大
空
即
成
佛
也
。
若
菩
提
心
清
淨
除

一
切
蓋
障
、
即
是
大
般
涅
槃
、
更
無
他
義
也
。
如

是
等
一
一
通
達
了
知
、
即
是
受
得
無
上
殊
勝
之
句
。

無
上
句
即
是
成
菩
提
也
。
此
無
上
菩
提
之
心
、
即

是
諸
佛
自
然
之
智
、
實
無
有
能
授
與
之
者
、
但
行

者
方
便
具
足
善
知
字
輪
之
義
、
自
然
得
之
、
即
是

授
與
無
上
菩
提
也
。
如
是
一
輪
」
を
欠
く
。
蔵

は
当
該
箇
所
を
割
愛
せ
ず
に
載
せ
る
（
大
正84: 

430a6-17

）。

234	

轉
輪

：

御
。
輪
轉

：

大
蔵
。

235	

此
二

：

御
。
此
一
一

：

大
。
一
一

：

蔵
。

236	

捻(s.e.)

：

御
。
總

：
大
。
御
は「
摠
」の
俗
字「
獄
」

を
誤
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。

237	

之

：

御
。
日

：
大
。

238	 om
.

：

御
。
者

：
大
蔵
。

239	

曼

：

御
蔵
。
漫

：

大
。

240	

瞙

：
御
蔵
・
仁
和
寺
平
安
末
本
『
大
日
経
疏
』。
癧

(s.e.) 

：

大
（
仁
和
寺
嘉
保
二
年
本
）。『
七
佛
八
菩

薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
經
』「
二
者
、
如
以
金
錍
決

其
眼
瞙
、令
覩
光
明
」（
大
正21:555b16-17

）。『
金

剛
錍
顯
性
錄
』「
即
以
金
錍
決
其
眼
瞙
、
以
一
指
示

之
」（
卍
続
蔵56:515b

）。

241	

爲

：

御
は「
以
」を
見
せ
消
ち
し
て「
爲
」に
改
め
る
。

242	
法(s.e.)

：

御
。
迦

：

大
蔵
。

243	
於

：

御
蔵
。om

.

：

大
。

244	

匝

：

御
は
俗
字
の
「
迊
」
に
作
る
。

245	

々(add.)

：

御
。om

.

：

大
蔵
。

246	

応

：

御
。
連

：

大
。

247	

匝

：

御
は
俗
字
の
「
迊
」
に
作
る
。

248	

姦

：

御
。
欠

：

大
。
禁

：

蔵
。

249	

匝

：

御
は
俗
字
の
「
迊
」
に
作
る
。

250	

悪

：

御
蔵
。
迦
入

：

大
。

251	

匝

：

御
は
俗
字
の
「
迊
」
に
作
る
。

252	

令
遍
也

：

御
。
相
接

：

大
。

253	

齊

：

御
。
臍

：

大
蔵
。

254	

天(s.e.)

：

御
。
大

：

大
蔵
。

255	

在

：

御
は「
以
」を
見
せ
消
ち
し
て「
爲
」に
改
め
る
。

256	 om
.

：

御
。
闇

：

大
。
迦

：

蔵
。

257	 om
.

：

御
。
趣

：

大
蔵
。

258	

乾

：

御
。
阿

：

大
。

259	

屬

：

御
は
は
じ
め
本
文
に
記
し
、
そ
れ
を
打
ち
消

し
て
右
傍
に
書
き
直
す
。

260	 om
.

：

御
。
也

：

大
蔵
。

261	 om
.

：

御
大
。
完

：

蔵
。

262	 om
.

：

御
。
暗
也

：

大
。
也
乾

：

蔵
。

263	

完
噁

：

御
蔵
。
惡

：

大
。

264	

黄
白

：

御
。
黄
黒

：

大
。
御
は
右
傍
に
「
黄
黒
」

と
記
す
。

265	

二

：

御
大
。
英

：

蔵
。

266	

二

：

御
大
。
英

：

蔵
。

267	

権

：

御
。
摧

：

大
蔵
。
御
は「
権
」の
俗
字
の「
榾
」

に
作
る
。

268	

二

：

御
大
。
英

：

蔵
。

269	

噁
即
用
乾

：

御
。om

.

：

大
正
蔵
。
噁
即
用
噁

：

蔵
。
乾

：

瓦
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

270	

用(s.e.)

：

御
。
周

：

大
蔵
。

271	

匝

：

御
は
俗
字
の
「
迊
」
に
作
る
。

272	

同(s.e.)

：

御
。
用

：

大
蔵
。

273	

迦

：

御
大
。
阿
引

：

蔵
。

274	

次

：

御
。
欠

：

大
。
暗

：

蔵
。

275	

謂

：

御
。
謂
迦

：

大
。
謂
阿
引

：

蔵
。
是

：

大

：

蔵
。
者

：

大
正
蔵
。
因

：

御
。
因
欠

：

大
。
因
暗

：

蔵
。

276	

噁

：

御
蔵
。
惡

：

大
。

277	

餘

：

御
。
群

：

大
。
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278	

轉
輪

：

御
。
輪
轉

：

大
蔵
。

279	
心
々

：

御
蔵
。
心

：

大
。

280	
猶

：

御
は「
輪
」を
見
せ
消
ち
し
て「
猶
」に
改
め
る
。

281	

國(s.e.)

：

御
。
圓

：

大
蔵
。

282	

以
下
、【
引
用
⑪
】『
続
華
厳
略
疏
刊
定
記
』。

283	

本
疏

：

澄
観
師
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
』
の
こ
と
。

「
今
初
、
言
輪
字
品
莊
嚴
法
門
者
、
賢
首
引
日
照
三

藏
解
云
、
輪
有
多
義
。
一
約
字
相
、
楞
伽
中
云
、

字
輪
圓
滿
猶
如
象
迹
等
。
二
約
所
詮
、
盡
理
圓
備

如
輪
滿
足
。
三
約
用
、
謂
妙
音
陀
羅
尼
有
轉
授
義

滅
惑
義
。
如
法
輪
等
、
即
輪
字
教
法
詮
示
莊
嚴
。

此
釋
已
佳
」（T35, N

o.1735: 927a18-24

）。

284	 om
.

：

御
。
滿
周

：

蔵
。

285	

修
習

：

御
は「
如
來
」と
書
き
、左
傍
に｡
を
記
し
て
、

右
傍
に
「
修
習
」
と
訂
正
す
る
。

286	

復

：

御
大
。
後

：

蔵
。

287	

供

：

御
は
「
養
」
の
右
上
に
「
供
脱
乎
」
と
記
す
。

288	

斉

：

御
。
濟

：

大
蔵
。

289	

尽

：

御
は
右
傍
に
書
き
直
す
。

290	

悉(s.e.)

：

御
。
生

：

大
蔵
。

291	

皆
悉

：

御
。
悉
皆

：

大
蔵
。

292	

々(add.) 

：

御
。om

.

：
大
蔵
。

293	

鄣(s.e.)

：

御
。
障

：
大
蔵
。

294	

反

：

御
。
變

：
大
。

295	

反

：

御
。
變

：
大
。

296	

或

：
御
。
或
説
一
切

：

大
。

297	

男(s.e.)

：

御
。
界

：

大
。

298	

反
：

御
。
變

：

大
。

299	

臾
：

御
。
叐

：

大
。

300	

論
云

：

御
。om

.

：

大
。

301	

嗢

：

御
。
唱

：

大
。

302	

昇

：

御
。
升

：

大
。

303	

幡

：

御
。
播

：

大
。

304	

昇

：

御
。
升

：

大
。

305	

昇

：

御
。
升

：

大
。

306	

昇

：

御
。
升
：
大
。
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梵
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。
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梵
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献
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表
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運
敞
。
安
然
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